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902.リスク評価方法 レビュー

902rsOOO1

レコードNo

整 理No

和 文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1987;4正9980JSTPLUS

88AOO50470

化 学物質 の発がん性 および突然変異誘発性 の評価W口O科 学者 グループ報告書

(WorldHealthOrganization,Geneva,CHE)

化 学物 質の発 がん性 および突然変異誘発性 の評価WHO科 学者 グル ープ報 告書 昭和55年

JST資 料番:号:N19873103;
PAGE;27P,(1980)

Japan(lp)

日本語

1973年8月13日 から17日 までジュネーブ で開かれた会議 の報告 。食 品添加物 と残 留農薬 問

題 の専 門家 に課せ られた任 務は食 品添加 物,残 留農薬 および健 康 と食 糧供 給の観 点から重

要な各種汚 染物質の毒性を検討し,1日 の許容 量を設 定することであった。評価 の結論 として

,1)生体 外の突然変 異性試 験だけではヒトの揚合 に適用 できる明確 な結論を出す ことはできな
い,2)発 がんと突然変異 との関係を解 明するには今後 さらに研 究を推進 しなけれ ばならない

β)発がん化 学物質 の直接作用 によらず に 溌 がんとは直接 関係 のないその物 質の初期作 用

によって二次 的にがんが誘発 される場合もあることが確 認 された,4)発 がん物質の作 用を増 強

したり阻止する調節 因子の役割 を考慮する必 要があるなどと記述 〔1975,6〕

JSTCOPYRIGHT

902rsOOO2

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1984=292351JSTPLUs

84AO449685;L84220739

長期 間,低 投与量の動物実験研 究からの補完1総 説

Extrapolation丘omlongtemlowdoseanimalstudies-1.Review.

CRANMERMF,qeHbrsonProfbssionalServ.,AR)

EnvironSciRes

JST資 料番号;CO831B
VOL=21;,PAGE=415-441,(1981>

UnitedStates(US)

英語

種々 の化学製 品(医 薬 品 農 薬,食 品添加 物など)の 必 然 的使用 に伴って生ずる危 険を客観

的にもっともよく推定する技 術が重要である。がんのリスクに対する標題 に関 して 絶 対 的な安

全性追 求にお ける落し穴,価 値 判断とその偏り,いき値 の問題,従 来のモデル

(Probit,Logistic,One-Hitな ど)と低投 与量モデル,FDA,EPA,NCTRの 外 そう法及 び腫 よう発

現に対 する時間の考慮を論述し,12の 外挿 法モデル とそれ らの数式 を表 に要約 した。古典 的

な,時 間を固定した用 量反応 曲線か らの低 投与量へ の外挿 の欠 点を述べ,腫 よう発現のダイ

ナミクスに接 近するための種 々の方法を多くの文献 を引用して論 じた

JSTCOPYRIGHT



902一リスク評 価方 法 レビュー

902r'sOOO3

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:337802TOXCENTER

奇 形 学 の 規 制 状 況=食 品 医 薬 品 局 の 役 割

REGULATORYASPECTSOFTERATOLOGY:ROLEOFTHEFOODANDDRUG

ADMINISTRAT[ON.

KELSEYFO

TERATOLOGY,(1982)25(2)193-199.

英語

胎児の催奇形性を低減するためにアメリカ食品医薬品局(FDA)が 行っている攻策や計画に
ついて解説した。この中には、動物の生殖試験や子供を産む可能性のある女性に関する臨床

試験のガイドライン、胎児にとって危険性な製品を知らせるための表示、市販製品の有害性を

検証するための調査方法、発生毒性学をよく理解し、胎児致死性又は胎児毒性作用を検査
する手法向上のための研究活動、専門家と一般の人々両方に直接FDA規 制製品の胎児へ
の危険性を指導することが含まれる。

902rsOOσ4

レコー ドNo

整 理No

和文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1983:245212JSTPLUS

83AO401937;C83302758,K83111591,L83203022

食 品 の 直 接 添 加 物 と色 素 の 安 全 性 評 価 の た め の 毒 性 に つ い て

Toxicologicalp㎡nciplesfbrthesafbtyassessmentofd血rectfbodadditivesandcoloradditives

usedinfbod.

(U.S.FoodandD皿gAdm血stration,Washington,DC)

PBRep

JST資 料 番 号:PO999A;

PAGE=251P,(1982)

UnitedStates(US)

英 語

標 題 の 添 加 物 の 安 全 性 評 価 に 関 す るFDAに よる科 学 的 基 準 を基 礎 に した 以 下 の 項 目 に よる

ガ イダ ンス。食 品 と添 加 物 の 変 化,規 制 の 必 要 性 と問 題 点;安 全 評 価 基 準(添 加 物 の 安 全 濃

度 決 定);毒 性 テ ス ト(短 期 か ら長 期 の 経 口 毒 性,発 が ん 性 と毒 性 との 関 連,生 殖 に 関 す る研

究,催 奇 性 と発 が ん 性 の テ ス ト,化 合 物 の 吸 収,分 布,代 謝 と排 出)

JSTCOPYRiGHT



902 一リスク評価 方法レビュー

902r・sOOO5

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1984=215180JSTPLUS

84AO365045;C84263305,K84091391,L84183682

発 が ん 物 質 の 認 定 の た め の 規 制 手 法 として の 方 法 の 感 度

Thesensiti"tyofmethodprocedureasaregulatorymecha虹smfbrapprovalofcarc血ogens.

FARBERTM,(FoodandDrugAdministration,Washington,DC)

EnvironSciRes

JST資 料 番 号=CO831B

VOL;25;,PAGE;589-594,(1982)

UnitedStates(US)

英 語

米 国 食 糧 薬 品 局(FDA)の 発 が ん 物 質 の 規 制 に っ い て 解 説 。発 が ん 物 質 認 定 の た め の 新 しい

.評 価 法 は,'79年 連 邦 政 府 官 報 で 発 表 され た 「方 法 の 感 度 」(SOM)の 前 文 に 記 され て い る 。

SOMは 食 用 とな る動 物 に使 用 され る薬 剤 に 適 用 され,「 薬 剤 が 含 ま れ な い 」とい うことの 操 作

上 の 定 義 を 明 確 に した 。このSOMに よる,6段 階 の 評 価 手 順 を 解 説 し た

JSTCOPYRIGHT

902rsOOO6

レコードNo

整理No

和文 標題

原文 標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1983:119816JSTPLUS

83AO261310;J83072064,K83072041,L83133875

食 品 添 加 物 の 指 定 と削 除 特 に 発 が ん 性 の 評 価 に つ い て

谷 村顕雄,(衛 試食 品添加物部)

NewFoodInd

JST資 料番 号;FO354A;,ISSN:0547-0277
VOL:25,NO;6,PAGE=1-5,(1983/06)

Japan(JP>

日本語

食 品添加物 としての指 定 申請 に必 要な資料,特 に発 がん試験 を含 めた慢性 毒性試験 にっい

て解説。そして発 がん性 のため使用 が禁止 された食 品添加 物 と,ワラビ,フ キノトウなど発 がん

性 の知られている食 品の摂 取量などを比較 検討。また,サ ッカリンの発 がん性 と砂糖の危険性

を考察し,利 益 とリスクの比較が添加 物利 用 に重要であることを指摘

JSTCOPYR【GHT



902.リ スク評 価方法 レビュー

902rsOOO7

レコードNo

整理No

和文標 題

原 文標 題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1983=159071JSTPLUS

83AO306257;J83081990,K83081664,L8315346〔}

食 品 中 の 有 害 物 質 の 危 険 度 評 価

内 山充

食 品衛生 学雑 誌

JST資 料番 号lGO622A;,ISSN:0015-6426;,CODEN=SKEZAP

VOL=24,NO=3,PAGE=249-257,(1983〆06)

Japan(JP)

日本語

危 険度評価 は広義 の安全性 評価の一 部であり,近年新しい環境汚 染物 質および発がん物質

の存在 が証 明されたことか ら,従 来 の可逆毒性 によるADI(一 日許容摂 取量)か らの安全性 の

評価 とは別 に,不 可逆 毒性によるVSD(実 質 的安全量.v派u飢ys曲dose>が 用 いられるように

なった。これは低濃度へ の外挿 を各 種数理モデルより行 うもので,サ ッカリン,DDT,ニ トロソアミ
ンなどの発 がんリスクを評価 している

JSTCOPYR[GHT

902rsOOO8

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1985(02);COO41FSTA

ヒトに対する化合物の発がん性危険評価におけるIARCモ ノグラフプログラム

Evaluationofthecarcinoge㎡cdskofchemic雄stoh㎜ans.Somefbodad魂tives,偽ed

additivesandnaturallyoccuロ ゴngsubstances.

lARCMonographs,(1983>,31,pp11-32,ISBN92-832-1531-1(hardcover>;ISBN92-832一 .

1231-2(so食cover),manyre£

英語

標 題のプログラムは、ヒトに対する化合 物の発がん性評価 に関係 する国際的評価基準の 一つ
である。1971に 設 定されて以来 、【ARC専 門委員会単独およびWHOと の数 回会議(1972～

1983)が 開かれ、見直されてきている。その歴 史的歩みと、その評価 の見直し点につ いて概説

した。



902 .リス ク評 価 方 法 レビュー

902rsOOO9

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1983=64693JSTPLUS

83AO192763;C83143116,K83052108,L83103928

食 品 添 加 物 の 安 全 性 評 価

Evaluatingthesafbtyoffbodadditives.

KIRSCHMANJC,(GerleralFoodsCo【p.,NY)

FoodTechnol

JST資 料 番 号=COOO6A;JSSN=0015-6639;,CODEN:FOTEAI

VOL;37,NO=3,PAGE:75-76,78-79,(1983/03>

UnitedStates(US)

英 語

食 品 添 加 物 の 安 全 性 評 価 法 を 特 に 発 が ん 性 評 価 の 見 地 か ら解 説 。す な わ ち,近 年 に な っ て

各 種 毒 性 テ ス ト方 法 は 著 しく進 歩 した が,テ ス ト方 法 の 変 化,た とえ ば 動 物 実 験 の 必 要 期 間 の

延 長 供 試 個 体 や 個 体 当 りの サ ン プ リング す べ き組 織 数 の 増 加 な どを 紹 介 。また,近 年 提 案 さ

れ て い る安 全 性 試 験 の 新 しい ア プ ロー チ 法 として 食 品 安 全 性 審 議 会 法,EPA法,FDA法 な ど

を説 明

JSTCOPYRIGHT

902rsOO10

レコードNo

整理N。

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1985;47862TOXCENTER

85AOO22566;.C85023341

法 規 制 の デ シ ジ ョン メー キ ン グ に お け るリス ク評 価 法 の 利 用

USEOFR【SKASSESSMENTINREGULATORYDECISION-MAKING

SMITHMV[Repr血tauthor]

FoodTechnology,(1984)VoL38,No.10,pp.113-118.CODEN=FOTEAO.ISSN;0015-

6639.

英語

食品中の発がん性物質に対する,FDAの 法規制の政策に影響を与える要因として,毒性測定
の不確実性やDelaney条 項をあげて説明するとともに,FDAの リスク評価法採用のメリットを解.

説。また,毒物を摂取したときの影響を予想するためのリスク評価法 食 肉中へ混入する発がん
性薬品の検出でのリスク評価法の適用についても言及

JSTCOPYR[GHT



902 ,リスク評価方 法 レビュー

902rsOO11

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国.

言語

抄録

1984=71158JSTPLUS

84AO197905;L84103786

生 殖 性 の 危 険 評 価 及 び 監 視 の 骨 組

A庁ameworkfbrreproductiveriskassessmentandsurve山ance.

OMENNGS,(Univ,Washington)

TeratogenesisCarcinogMutagen

JST資 料 番 号:EO970A;,ISSNIO270-3211

VOL;4,NO=1,PAGE:1-14,(1984)

UnitedStates(US)

英 語

生 殖 器 に 与 える環 境 汚 染 物 質 、食 品 添 加 物,医 薬 品 等 の 危 険 性 評 価 に 対 す る米 国 政 府 機 関

(環 境 保 護 庁.食 品 医 薬 品 庁)の 考 え 方 の 講 演 記 録 。そ の 骨 子 は 毒 物 の 確 認(疫 学,動 物 試

験,invitroス クリー ニ ン グ),性 状 の 明 確 化,法 的 規 制 な ど。また 将 来 の 方 向 に つ い ても議 論

JSTCOPYR【GHT

902rsOO12

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1984:178358JsTPLUS

84AO323911;C84233290

リスク評価 の利 用と安全性評 価

Useof匪skassessmentandsafbtyevaluation.

WODiCKAVO

ACSSympSer(AmChemSoc)

JST資 料 番号:HO588B;,ISSN=0097-6156
NO=239,PAGE;131-145,(1984)

Un重tedStates(US)

英 語

米 国の食 品安全性評議 会 において,食 品中の化学物質 の安全性 を評価す る際に採用さ れ

ている方 法及びその問題 点について紹 介した。方法の概 略は以下の通 り1被 験物質 の選定

及 びヒトの暴 露パターンの推 定:急 性 毒性試験;変 異原性試 験及び代謝,薬 物動力 学の解 明

(変異原 性 なし,代 謝物も安 全と認 められれ ばこの段 階で終了 〉;亜慢性 毒性 試験(催 奇形性

及 び生殖へ の影響 の試験 を含 む);必 要な場 合のみ慢性 毒性試 験を実施。以上の試 験で得

た用量反応 曲線 を微 量側 へ外挿 し,安 全係数を加 味 して,ヒトでの安全量を設定した

JSTCOPYRIGHT



902.リスク評価 方法 レビュー

902rsOO13

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1985:39577TOXCENTER

発 が ん 性 とリスク評 価

Carcinogenicpotencyand【iskassessment

SquireRA

Foodadditivesandcontaminants,(1984Apr一 』un)1(2)221-31.JoumalCode=8500474.

iSSN:0265-203X.

ENGLAND:UnitedKingdom

英 語

発 が ん リス ク評 価 に つ い て概 説 した 。ヒトに 対 す る発 が ん 性 の 証 明(発 が ん の メカ ニ ズ ム 、生 殖

毒 性 お よ び 実 験 動 物 デ ー タ)に っ い て 論 じた 。発 が ん 性 に 関 す る3種 類 の 証 明 法 を挙 げ 、次 に

リス ク評 価 の ア プ ロ ー チ(ゼ ロリス ク、安 全 因 子 、数 学 モ デ ル)に つ い て 詳 説 した 。動 物 の 腫 よ う

デ ー タの 数 学 的 外 挿 を 当 て に す る よりリスク評 価 に 適 切 な デ ー タを 含 め ることが 重 要 で あ ると

述 べ た 。

902rsOO14

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1984:38479TOXCENTER

リスク評 価 及 び 経 営 戦 略 決 定 の 試 行 に お け る数 学 モ デ ル の 役 割

Roleofmathematicalmodelsinassessmentofriskand血attemptstodefhemanagement

strategy

FiammWG:WinbushJS

FundamentalandappliedtoxicolDgy:oHicialjoumaloftheSocietyDfToxicology,(1984Jun)

4(3Pt2)S395-401.JotlrnalCode:8200838.ISSN=0272-0590.

UnitedStates

英 語

FDAが 行 っ て い る食 品 由 来 の 発 が ん 物 質 の リス ク評 価 を 解 説 した 。評 価 す るの は 実 際 の リス

クで は な く、リス クの 上 限 で あ る。リスク評 価 の 過 程 に は 数 多 くの 段 階 と推 定 が あ り、そ れ らは 評

価 数 値 に影 響 す る。適 用 され る数 学 モ デ ル は そ の 数 値 に影 響 す る1つ の 因 子 に す ぎ な い 。リ

スクの 上 限 を決 め る場 合 に 「最 も考 え に くい ケ ー ス 」を使 っ て 政 策 目 的 を果 た す た め に は 、推

定 と決 定 との 適 度 な バ ランス感 覚 が 必 要 で あ る。数 学 モ デ ル を選 択 す る場 合 に は 、リスク評 価

者 とリス ク管 理 者 の 相 互 干 渉 は 避 けた ほ うが よい 。科 学 的 判 断 と政 策 的 判 断 を混 同 す る危 険

性 が あ る。リスク評 価 者 は リスク評 価 到 達 に 関 与 す る不 確 実 性 の ポ イ ン トと範 囲 を 完 全 に 把 握

して お く必 要 が あ る。



902.リスク評価方法 レビュー

902rsOO15

レコードNo

和文標題'

原文標題

著者名

資料名

発行国

語

録

言

抄

1986(04)=TOO53FSTA

Dekmey条 項 は デ ・ミニ ミス に 応 ず る

Delaneymeets'deminimisレ.

Middlekau£R.D.

FoodTechnology,(1985>,39(11)62,64-69,33re£

英 語

食 品 中の発がん性 物質 がリスク評価 法 により健康 に対して有意なリスクを持たないことが示さ

れたなら、その物質を許容す べくDelaney条 項を修 正すべきである。Delaney条 項 に対する最:

近 の解釈 の変化を科学 的な進歩 と照 らし合わせ て以下の項 目で説 明した。1)法 定要求事

項 、2)科 学 的な 見地 、3)FDAお よびDelaney条 項、4)レビュー 、5)デ ・ミニミスの保護と支持。

902rsOO16

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1985=58564JSTPLUS

85AO193103;J85052319,L85091247

天 然 添 加 物 の 急 性 毒 性 お よび 各 種 変 異 原 性 試 験 成 績 の 概 要

Resultsoftestsonacutetoxicitiesandmutagenicitiesofnaturalfbodadditives.

は ち 谷 紀 文,滝 沢 行 雄,(秋 田 大 医)河 村 太 郎,館 野 周 之,(横 浜 市 衛 研)坂 部 美 雄,麻

野 間 正 晴,(名 古 屋 市 衛 研)野 田 正 男,石 崎 む つ 雄,(茨 城 県 衛 研)黒 田 孝 一,(大 阪 市 環

境 科 研)

トキ シ コ ロジ ー フォ ー ラム

JST資 料 番 号:YOO89A;,ISSNlO287-8712

VOL;8,NO;1,PAGE=93-107,(1985/01)

JapanOP)

日本 語

わ が 国 で 使 用 され て い る天 然 添 加 物96種101品 目 に っ い て 急 性 毒 性 試 験 とレックア ッセ イ(D

Ames試 験(H)マ ウス骨 髄 小 核 試 験(m)の 変 異 原 性 試 験 を 実 施 した 結 果1で は96品 目 中32品

目,IIで は95品 目 中26品 目 に 変 異 原 性 が 認 め られIllで は9品 目 中 カ カ オ 色 素 に低 い な が ら

小 核 赤 血 球 頻 度 の 増 加 を認 め た

JSTCOPYRIGHT



902 一リスク評価方 法レビュー

902rsOO17

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1987:78206TOXCENTER

リス ク評 価 の 数 理 モ デ ル 毒 性 学 者 の 見 解

MATHEMAT【CALMODELSINRISKASSESSMENTATOXICOLOGIST'SVIEW

PURCHASEIFH[Rep血1tauthor]

H㎜anToxicology,(1986)Vol,5,No.6,pp.398.Meet㎞gIn飼.:BRITISHTOXICOLOGY

SOCIETYMBET正NG,YORK,ENGLAND,UK,SEPTEMBER11-12,1986.HUMTOXICOL

CODEN=HUTODJ.ISSN:〔}144-5952.

英語

化学物質 喰 品添加物や農薬を含む)の発がん性リスク評価に関して、化学物質の非発がん
性終点値は、通常的に投与物質の無毒性量(NOEL)の100倍 低い設定値を設定している。
発がん性可能物質のその設定値は、遺伝子DNA値 とも関連し、実験値あるいは推定値から
の決定は通常困難である。変異原性(悪 性腫よう発生を含む)を有する化学物質の発がん性リ

スク評価数値の扱いにっいて毒性学者の立場から概説した。

902rsOO18

レコードNo

整理No

和 文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1986:36094JSTPLUS

86AOI83108;C86123175

食 品 中 の 化 学 的 添 加 物 添 加 物 規 制 の 法 的 措 置 並 び に そ れ らの 使 用 に お け る安 全 性 評 価 方

法

Chemicaladditivesinfbod-Areviewoftheregulato【yprocessesgovemingtheircontroland

theproceduresfbrevaluatingtheirsa6etyinuse.

WONNACOTTJE,JUKESDJ,(Univ.Reading,GreatBritain)

FoodChem

JST資 料 番 号;HO766A;,ISSN;0308-8146

VOL;1g,NO=1,PAGE:ll-48,(1986)

UnitedKj皿gdom(GB)

英 語

食 品 諮 問 委 員 会 の 役 割,国 際 的 な 統 制 手 段,公 的 安 全 評 価 計 画,安 全 評 価 計 画 に 対 す る批

判,食 品 添 加 物 の 発 が ん 性,突 然 変 異 誘 発 性 な どを含 む 毒 性 試 験 に お け る新 しい 進 展,毒 性

試 験 の た め の 指 導 目標 食 品 添 加 物 の 使 用 に よる健 康 阻 害 並 び に 有 益 性 な ど に つ い て 詳 述

JSTCOPYRIGHT



902.リスク評価方 法レビュー

902rsOO19

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1986:295921JSTPLUS

86AO487202;L86213659

低 用 量 外 挿 の た め の モ デ ル の 使 用

Useofmodelsi皿low-doseextrapolation.

VANRYZINJ,(ColumbiaUniv,,NewYork)

BasicL飛Sci'

JST資 料 番 号:BO289B

VOL=38;,PAGE:537-542,(1986)

UnitedStates(US)

英 語

発 が ん 物 質 の 低 用 量 の リス クを定 量 す るた め に3種 の 発 が ん 物 質,DDT,塩 化 ビニ ル 及 び サ ッ

カ リン に っ い て,投 与 量 とマ ウスまた は ラットで の 発 が ん 率 の 関 係 を調 べ,そ の 低 用 量 で の 投

与 の 際 の 発 が ん リス クを数 学 的 モ デ ル を用 い て 外 挿 して 求 め た 。 バ イオ ア ッセ イ と対 比 は で き

な い が,制 限 基 準 作 成 に 有 用 と考 察

JSTCOPYRIGHT

902rsOO20

レコー ドNo

整理No

和 文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1987=201432JSTPLUS

87AO378916;L87242934

過 剰 用 量 毒 性 試 験 対 い き値 生 物 学 の 要 素 を危 険 性 評 価 に 取 入 れ るべ きで あ る

Overdosetoxicitystudiesversusthreshold:Elementsofbiologymustbei皿corporatedinto

nskassessment,

HILDEBRANDTAG,(Bundesgesundheitsamtes,Berlh1,DEU)

ArchToxicol

JST資 料 番=号;pO867A;,ISSN=0340-5761;,CODEN:ATXKA8

VOLゴ60,NO:1/3,PAGE;217-223,(1987/05)

Ge㎝any,Feder組Republicof(DE)

英 語

エ リス ロシ ン,2,4,5一 トリクロロフェ ノキ シ 酢 酸,2,3,7,8一 テ トラクロロジ ベ ン ゾ ーp一ジ オ キ シン,各

種 抗 酸 化 剤 を例 に 現 在 の 過 剰 用 量 で の 毒 性 試 験 に つ い て 触 れ,作 用 機 序,薬 物 動 力 学,い

き値 との 関 係,前 発 が ん 活 性 お よび 抗 が ん 活 性 とい き値 に っ い て 解 説

JSTCOPYR[GHT

'



902 ,リスク評価 方法レビュー

902rsOO21

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1988:54869TOXCENTER

動 物 の 選 択 と外 挿 に お け る 国 際 的 配 景

INTERNATIONALPERSPECTiVESONANIMALSELECTIONANDEXTRAPOLATION

MUNROIC[ReprintauthorJ

(1987>pp,23-30,ROLOFF,M.V.(ED.).HUMANRISKASSESSMENT:THEROLEOF

ANIMALSELECTiONANDEXTRAPOLATION;SYMPOS【UM,ST.LOUIS,MISSOUR【,

USA,OCTOBER28-31,i985,XVI+281P.TAYLORANDFRANC正S=LONDON,

ENGLAND,UK;PHILADELPHIA,PENNSYLVAN[A,USA.ILLUS.ISBN:0-85066-368-7.

英語

食品添加物や農薬用化合物の安全性(毒 性、発がん性)の 評価 ・検査には動物による評価 ・
検査段階が必ず必要となるが、その試験(評 価 ・検査)動 物がヒトへの挿入の対比でポイントと
なり、本報告において動物の選択、試験方法等、見直しの意味を含めて概説した。ヒトと動物
の差を念頭においた、DNA結 合性、薬物動態や代謝性等を問題とし説明した。将来のあり方

についても触れた。

902rsOO22

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

豆987:135062TOXCENTER

NCI/NTP試 験 お よび 食 品 添 加 剤 に 基 づ く発 が ん 性 の 構 造 活 性 予 測 モ デ ル

Astructure-activitypredictionmodelofcarcinogenicitybasedonNCI/NTPassaysandfbod

additives

Enslejn,Kurし;Borgstedt,HaroldH.;TQmb,MichaelE;Blake,BenjaminW.;Hart,Jef血eyB.

ToxicologyandIndustrialHealth,(1987)Vol.3,No,1,pp.267-87.CODEN=TiHEEC.【SSN;

0748-2337.

UNITEDSTATES

英 語

発 が ん 性 の 構 造 活 性 相 関(SAR)に 関 す る最:新 モ デ ル に っ い て 検 討 した 。SARの た め の 性

状 パ ラメー タとして 、オ クタ ノー ル ー水 分 配 係 数 、分 子 屈 折 率 、分 子 連 結 指 数(MCIs)、 下 部 構

造 的 鍵(環 状 、縮 合 環 、脂 肪 族 な ど の 官 能 基)、 そ の 他 の パ ラメー タな ど 、種 々 の パ ラメー タを

検 討 した 。発 が ん 性 、非 発 が ん 性 化 合 物 の 二 っ の グ ル ー プ の デ ー タに つ い て 判 別 分 析 に より

モ デ ル を 開 発 した 。343化 合 物(そ の うち114は 陽 性 、229は 陰 性)の 不 均 一 な デ ー タ セ ットに 基

づ くモ デ ル お よび63の 芳 香 族 ア ミン(そ の うち43は 発 が ん 性 、20は 非 発 が ん 性)に 基 づ くモ デ

ル の 二 つ の モ デ ル を記 述 した 。モ デ ル の デ ー タベ ー ス はNCI/NTP発 が ん 性 バ イオ アッセ イ

の 報 告 お よ び 食 品 添 加 剤 の リス トか ら集 め た 。不 均 一 化 合 物 モ デ ル を用 い て メチ ル オ レン ジ の 』

例 を掲 げ た 。



902一リスク評価方法 レビュー

902rsOO23

レコードNQ

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1988:24835JSTPLUS

88AO163338;J88042487,K88042099,L88112936

化 学物 質の遺伝 毒性 に関す る安全性評価 のための各種短期試験 による研 究

Evaluationofchemicalgenotoxicitybyasenesofshort-temtests.

蜂谷 紀文,(秋 田大 医)

秋 田医学

JST資 料番 号IYOO46A;,ISSN:0386-6106
VOL=14,NO:2,PAGE=269-292,(1987/12)..

Japanqp)

日本語

化 学物質 の遺伝毒性 について検討 した。まず 変異原性試 験として,プ ラスチック添加剤64品

目について,細 菌復 帰変異試 験とマウス骨 髄小核試 験を,ま た食 品用天然 添加 物16品 目に
ついて,マ ウス骨髄 小核試験 を行った。次 に発 がん性 物質としてエチレンジブロミドとアクリロ

ニトリルを用 いて.ア ル カリ溶 出法によるマウス組 織中のDNA損 傷を検出した。更にN一コニチ

ルーN一ニトロソ尿 素投 与後 のマウス各種組織 における1DNA損 傷の形成 と修復を検討 した

JSTCOPYRIGHT

902rsOO24

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1987:460012JSTPLUS

88Aoo96111;J88022403,K88022131,L88072847

天 然 食 品 添 加 物 の 変 異 原 性 お よ び 急 性 毒 性I

Mutagenicityandacutetoxicityofmturalfbodadditives.(1).

黒 田孝 一,野 田勉,清 水 充,森 田 茂,山 田 明 男,(大 阪 市 環 境 科 研)

大 阪 市 立 環 境 科 学 研 究 所 報 告 調 査 ・研 究 年 報

JsT資 料 番 号lFO957A;JSSN:0285-5801

NO=49(1986>,PAGE=33-38,(1987/11/30)

Japan(Ip)

日本 語

16品 目 に っ い て調 査 。結 果,1)急 性 毒 性(ラ ット 経 口,14日 後);LD50値 が 求 め られ た の は く

ん 液 だ け 。2)レ ックア ッセ イ:く ん 液 だ け 陽 性 。3)Amesテ ス ト:陽 性 は くん 液 とコチ ニ ー ル 色

素 。4)LD50が 投 与 限 界 以 上 か つ,2),3)が 陰 性 の 晶 目 は,う こん,カ ラメル,ク チ ナ シ 青,コ ウ

リャ ン,シ ー ナ ット,パ プ リカ,紅 こうじ等 色 素 類 と,シ ェラック,カ ラギ ー ナ ン,結 晶 セ ル ロー ス,タ

マ リン ド種 子 多 糖 体,ロ ー カ ス トビ ー ン ガ ム,バ ニ ラ抽 出 物

JSTCOPYRIGHT



902 一リスク評価 方法レビュー

902rsOO25

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1987:46262TOXCENTER`

発がん物 質および変異誘発 物質のためのimdtro試 験

InvitrotestinBforcarcinogensandmutagens

SantellaRM

Occ叩ationalmedicine(Philadelphia,Pa.〉,(1987Jan-Mar>2(1)39-46.Re負27.Joumal

Cod臼=8605629.ISSN:0885-114X.

Ur盛tedStates

英語

農薬 、食 品添加 剤、医薬 品を含む化学物質 の発 がん性お よび変異 原性のために多 くのin
坂tro試 験が開発されてきた。動物発がん性 バイオアッセイ、invitro試 験 、微 生物 突然変異試

験 、ほ乳類突然変異 試験 、不定期DNA合 成 、細胞形 質転換試 験 および細胞遺伝試 験 にっ

いて解説した。食 品添加 剤のようなヒトに高い暴露となる化 学物質 は、一つの限られたヒト暴 露

試験よりもより多 くの試 験で検討されるべきであろう。化合 物を安全であり、リスクがないと証 明

することは難しい。しかし、短期 試験は多くの化合物 の遺伝 毒性 の可能性 についてかなりの情

報をす ばや く得る手段 となる。

902rsOO26

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著:者名

資料名

発行国

言語

抄録

1989=464732JSTPLUS

90AOO61722;L90103001

日常食 品成分の発がんプロモーター作用 の研 究

Astudyorlcarc血ogθnpromoteractionsineverydayfbodingredients.

高橋.道人,(衛 試)

厚 生省 がん研 究助成 金 による研究報告集

jST資 料番 号:YO184A
VOL;1986;,PAGE=573-576,(1987/08)

』apan(IP)

日本語

諸臓 器の2段 階発がんモデル を用 いてプロモーター作用を検 索した。食 道発 がんでは食 塩

及 びエタノール が,胃 発がんでは食塩及 びグリオキサール が,す い発 がんではカフェインがプ
ロモーター作用 を示 した。.肝発 がんではデオキシコール酸 はプ ロモーター作用を示したが,オ

イゲノール,カ フェー酸などは抑制作用 を示 した。腎発 がんではエチニルエストラジオール とニ
コチ ンアミドは促進傾 向を,ジ エチ レングリコール は抑制 傾 向を示 した

JSTCOPYR[GHT
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902rsOO27

レコー ドNo

整 理No

和 文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1989こ464744JSTPLUS

90AOO61734;L90103003

長 期 動 物 試 験 に よ る環 境 化 学 物 質 の 発 が ん 性 評 価 に 関 す る研 究

Astudyonthecarcinoger直cevaluationofenvironmentalchemicalsubstanceswithlong-term

an㎞1altests.

林 裕 造,(衛 試)

厚 生 省 が ん 研 究 助 成 金 に よる研 究 報 告 集

JST資 料 番 号:YO184A

VOL:1986;,PAGE:631-635,(1987/08>

Japan(Ip)

日本 語

社 会 的 及 び 科 学 的 重 要 度 の 高 い 化 学 物 質56を 対 象 に,国 際 的 に 容 認 され た 試 験 法 に 基 づ

い て,発 が ん 性 に っ い て 検 討 した 。フ ェナ セ チ ン(腎 が ん,ぼ うこうが ん),ブ セ チ ン(腎 が ん

),BHA(ラ ット前 胃 へ ん 平 上 皮 が ん)な ど を認 め た 。発 が ん 性 試 験 結 果 の 評 価 法,動 物 腫 よ う

の 病 理 組 織 診 断 腫 よう登 録 な ど に つ い て 検 討 した

JSTCOPYRIGHT

902rsOO28

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1987:436042JsTPLUS

88AOO70080;K88021961,L88052733

低 用 量 外 挿 法 の た め のhlvivoで のDNA結 合 の 定 量 的 評 価

QuantitativeevaluationofDNA-bind加gdatainvivofbrlow-doseextrapolations.

LUTZWK,(lnst.Toxicology,ETHZurichandUhiv.Zudch,Schwe【zenbach,CHE>

ArchToxicol

JST資 料 番 号:DO867A;,ISSN;0340-5761;.CODEN=ATXKA8

NO=Suppl11,PAGE;66-74,(1987)

Ger皿any,FederalRepublicof(DE)

英 語

化 学 的 発 が ん 物 質 の ヒトに お け る腫 よう形 成 の 危 険 性 を低 用 量 の 領 域 で 推 定 す るた め のDNA

結 合 を 利 用 す る方 法 に っ い て,ア フ ラトキ シ ンBLホ ル ム アル デ ヒド 塩 化 ビニ ル,サ ッカ リンな

どの 例 で 検 討,考 察 した

JSTCOPYRIGHT



902 .リスク評価 方法レビュー

902rsOO29

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1988=186845」STPLUS

88AO359684;J88082581

天然食 品添加物の経 口投 与による急性 毒性試験

Acuteora亘toxicitiesofnaturalfoodadditives.

野 田勉,森 田茂,大 垣寿美 子,清 水 充,山 野哲夫,山 田明男,(大 阪市環 境科研)

生活衛生

JST資 料番号:GO567A;,ISSN;0582-4176;,CODEN;SEEIAS
VOL=32,NO;3,PAGE;110-115,(1988/03)

Japanqp>

日本語

天然食 品添加物28種,42品 目のラットあるいはマウスによる急性 経 口毒性試 験を実施した。

動物の死亡が認 められたのはアニスオイル,オ ール スパイスオイル,オ レンジ オイル,く ん液の
4品 目でいずれも着香料 であった。観 察期 間終了後の剖検で異常が認 められたものはラットに

投与したときのクチナ シ黄色素で,肝 に変性部位が認 められた

JSTCOPYRIGHT

902rsOO30

レコー ドNo

整理NQ

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1988:195413JSTPLUS

88AO368317;K88082014,L88232961

第9回LSR安 全性評価 の国際 シンポジウム リスクアセスメントの問題 点 と将 来展望(2)遺 伝毒

性 変異原性試 験 による生活 関連物質 の安全性評価

Mutagenicitytestsfbrtheprimaryriskassessmentofchemicalsubstances.

石館基,(衛 試 安 全性 生物試験研 セ)

トキシコロジーフォーラム

JST資 料 番号;YOO89A;,ISSN=0287-8712
VOL:1LNO;3,PAGE=304-317,(1988/05)

Japan(Ip)

日本語

現在用 いられている変異原性試験の種 類を掲げ,変 異原性 と発 がん性の相互 関連性 につ い
て論 じた。また発 がん性物 質のスクリーニング以外 の変異原性 試験の役割 を紹介した。次 に,

生活 関連物質の安 全 陛評価 を目的 とする変異原性試 験 について.,試験の選択 方法及 び試 験

の限界 を示し 臓 器特 異性 を主眼としたスクリーニングなど今後 の課題 について述べた

JSTCOPYRIGHT



902 一リスク評価 方法レビュー

902rsOO31

レコードNo

整 理No

和 文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1989=413606JSTPLUS.一

89AO619659・ ・一一▼・.・

特 集No45米 国NationalToxicol。gyProgramの 機 構 に っ い て 発 が ん 性 に つ い て の 病 理 学

的 評 価(日 本 化 学 物 質 安 全 ・情 報 セ ン ターS)

Speci訊issue.No.45.ThemechanismoftheUnitedStatesNationalToxicologyProgram.

Pathologic趾evaluationofcarclnogenicity,(Sponsor:JapanChemica1IrldustIyEcologr

ToxicologyandIn飾mationCenter)

三 森 国 敏,(残 留 農 薬 研 毒 性 部 第1研 究 室 〉

米 国NationalToxic。logyProgramの 機 構 に つ い て 発 が ん 性 に っ い て の 病 理 学 的 評 価 昭 和

63年

JST資 料 番 号;N19891876;

PAGE;34P,q988)

Japan(lp>

日 本 語

米 国NationalTo}dcologyProgram(NTP)に 関 して 次 の8項 目 に っ い て の 講 演 の 収 録 で あ る。

1)NTP設 立 の 背 景,2)目 的 β)機 構,4)NTPの 中 心 的 役 割 を果 た して い るNationaHnstituteof

Environment国HealthScience(NIEHS>お よび 主 に 発 が ん 試 験 の 実 施 に 携 わ っ て い るNiEHS

のToxicologyResearchandTestingProgramの 機 構,5)化 学 物 質 の 選 択 方 法 お よ び 指 名 方

法,6)長 期 発 が ん 試 験.慢 性 毒 性 試 験 の 実 施 方 法,7)テ クニ カ ル レポ ー トの 作 成 手1慎,8)NTP

の 長 期 試 験 に お け る病 理 学 的 評 価 の シ ステ ム 〔1988,1〕

JSTCOPYRIGHT

902rsOO32

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

88086846EMBASE

試 験 方 法 の 追 加 論 議

Furtherdebateoftest㎞gstrategies.

TweatsD,J.;GatehouseD.G.

Mutagenesis,(1988)3/20.ISSN=0267-8357CODEN:MUTAEX

UnitedKingdom

英 語

」.Ashby等(1986年)の 提 唱 す るimdtro毒 性 試 験 に 関 して 、2,4-DNT、 プ ロカ ル バ ジ ン 、1,2
一ジメチ ル ヒドラジ ン

、ウ レタ ンの4種 に 絞 っ てCHO細 胞 お よ びCHL細 胞 を使 用 して 追 試 した 。

実 験 結 果 か ら㎞vitro毒 性 試 験 の 意 味 づ け として 、既 成 の 試 験 評 価 に 参 考 デ ー タとして の 評 価

を 加 え るべ き点 を 示 唆 した 。



902一リスク評価方法 レビュー

902rsOO33

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1989:529133JSTPLUS

90AOI39914;C90113373

食 品 安 全 性 の 規 則

Regulatingthesa食}tyoffood.

MIDDLEKAUFFRD,(McKenna,Conner&Cuneo,Washington,D.C.)

FQQdTechnol

JST資 料 番 号lCOOO6A;,ISSN=0015-6639;,CODEN:FOTEAi

VOL=43,NO=9,PAGE;296-300,302,304,306,(1989/09)

Ur直tedStates(US)

英 語

米 議 会 はFDAに よる 食 品 の 安 全 性 の 検 査 方 式 か ら業 界 による 自 主 検 査 方 式 に 変 更 。一 方,

食 品 添 加 物 に 対 す るDelaney条 項 の 適 用 は 食 品 成 分 の 安 全 性 の 評 価 を 一 層 複 雑 化 した の で

,FDAは 危 険 度 評 価 分 析 の 適 用 を 開 始 。最 近 有 意 性 の な い 無 視 で きる危 険 に 対 す るDelaney

条 項 除 外 の 道 を切 りひ らくた め 若 干 数 の 議 案 が 議 会 に 提 出 され て い る

JSTCOPYRIGHT

902rsOO34

レコー ドNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1989:550998JSTPLUS

90AO172499;K90051698,L90133079

発 がん物質 の規制決 定 に関する基礎 的研 究

Abasicstudyontheestablishmentofregulationsforcarcinogens,

林裕造,前 川昭彦,(衛 試)井 内康輝,(広 島大 医 〉朝 比奈章悟,(福 島県 医大)菅 野純,

(東京 医歯 大 医 〉日浅義雄,(奈 良県 医大)伊 藤 明弘,(広 島大)津 田洋幸,(名 古屋 市大

医)伊 藤 正夫,(愛 知県衛研)

厚 生省がん研究助成金 による研 究報 告集

JST資 料番 号;YO184A
VOL=1臼88;,PAGE:467-474,(1989/08)

Japanqp)

日本語

低用量リスク評価 に関してウレタンの低 濃度 にお ける発 がん性及 びフェノバル ビタール のプロ
モーター作用の用量反応相 関につ いて検討 した。赤色3号,赤 色105号 の大量長期 投与 に

よる甲状腺腫 ようの発 生が,色 素に混在 するヨー ドと水溶 液 中で遊離する ヨードによる可能性

が示唆された。イムラン,5-FU,6-MPの 発がん性,抗 酸化 剤 による発 がん性 の機序,発 がん試

験 における分析化 学上の問題 点などを検討 した

JSTCOPYRIGHT

し
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902rsOO35

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1993=189882JSTPLUS

・93AO447688;L93303250

発がん物質 の規制 決定 に関す る基礎 的研究

Abasicresearchontheregulationdeterminationofcarcinogen。

林裕 造,(衛 試)

厚 生省 がん研 究助成 金による研究報告集

JST資 料番 号=YO184A
VOL;1989;,PAGE;491-499,(1990/08)1

』apanqp)

日本語

規 制決定 の方法に関する課題 としては,低 用 量外挿 法のリスク評価 への応 用,内 分泌障害や

臓器 障害,免 疫抑 制 により発 がん性が疑われる物 質のリスク評価 抗 酸 化剤 による腫 よう発 生
の意 義,発 がん試験 にお ける分析化学 上の問題 点にっ いて検討 した。また規制決:定が考慮さ

れる物 質(ジ エ チレングリコール,経 口避妊薬)に ついての発 がん性試験 を行った

JSTCOPYRIGHT

902rsOO36

レコードNo

和文 標題

原文 標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1990=103637TOXCENTER

最:小 限 度 の リスク状 態 を 処 理 す るた め い くつ か の オ プ ション に 注 目した 規 制 い き値

THRESHOLDOFREGULATiONALQOKATSOMEOPTIONSFORHANDLING

M1NIMALRISKSITUATIONS

RULISAM[Rep【intauthorユ

AbstractsofPapersAmehcanChemicalSociety,(1990)Vol.200,No,1-2,pp.AGFD163.

MeethlgInfo.;200THAMER正CANCHEMiCALSOCIETYNATIQNALMEET【NG,

WASHINGTON,D.C,,USA,AUGUST26-31,1990,ABSTRPAPAMCHEMSOCCODENl

ACSRAL.ISSN=0065-7727.

英語

FDAが 新規食品添加剤にっいて、市販前安全性評価を加えることについて報じた。食品の包

装からきょう雑するもの等にっいての規制について概説した。数年の検討期間をおいて規制
いき値の設定をすることを速報した。



902.リスク評価 方法レビュー

902rsOO37

レコードNo

整 理No

和 文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1991:235033JSTPLUS

91AO479249;K92032179,L92052560

医 薬 品 等 化 学 物 質 の 毒 性 試 験1毒 性 試 験 方 法 とLD50値 そ の 最 近 の 動 向

To虹cologicevaluationofchemicalagents.LCuITentmethodsfbrtoxicityandLD50 .

detemination.

大 野 泰 雄,(衛 試)

中 毒 研 究

JST資 料 番 号:XO941A;JSSN:0914-3777

VOL=4,NO:2,PAGE;105-114,(1991/04>

Japanqp)

日本 語

ほ 乳 類 を 用 い た 毒 性 試 験 方 法 に つ い て 簡 単 に 解 説 した の ち 急 性 毒 性 試 験 に お い て 決 定 さ

れ るLD50値 の 意 味 お よび 計 算 方 法 に っ い て 述 べ た 。っ い で,急 性 毒 性 に 影 響 を 与 え る動 物

種,系 統,個 体 差;年 齢;性;栄 養;投 与 方 法;環 境 因 子 な どの 様 々 な 因 子 に つ い て 解 説 す る

とともに,LD50値 の 種 差 に っ い て 人 とマ ウス を例 に あ げ て 説 明

JSTCOPYR[GHT

902rsOO38

レコードNo

整理No

和 文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1992:133194TOXCENTER

92AOO19087;K92052615,L92112665

直 接 的 食 品 添 加 物 お よび 着 色 料 の 安 全 性 評 価 の た め の 発 生 毒 性 試 験 指 針 の 改 訂 調 査 結

果

Updatin巳developmentaltoxicitytestingguidelinesfbrthesafetyassessmentofdirectfbod

addit正vesandcoloradditivesusedinfbod=resultsofasurvey

Collins,ThomasF.X.;Black,ThomasN、;Graham,StuartL.;Jackson,BenjaminA,;Welsh,

Jo㎞J.

JoumaloftheAmericanCollegeofToxicology,(199DVol.10,No.4,pp.461-75.CODEN=

JACTDZ.ISSN:0730-0913.

UNITEDSTATES

英 語

1982年 米 国FDAは 食 品 添 加 物 と着 色 料 の 発 生 は い へ の 影 響 試 験 お よび 数 世 代 に わ た る長 「

期 追 跡 の た め の 指 針 を発 行 した 。1984年 以 降 そ の 内 で 生 殖 ・発 生 毒 性 に 関 す る試 験 法 の 見

直 しが 始 ま り,この た め 奇 形 学 会 ・毒 物 学 会 員800名 を対 象 に,生 殖 試 験 法(供 試 動 物 の 数 ・世

代 数 薬 物 曝 露 期 間,測 定 ・観 察 項 目な ど)と発 生 毒 性 試 験 法(投 与 経 路 ・量,餌 の 種 類 観 察 法

な ど)に 関 す るア ンケ ー ト調 査 が 行 わ れ た 。当 結 果 を ま とめ,改 訂 の 方 向 を考 察

JSTCOPYRIGHT

1
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902rsOO39

レコードNb

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1992:171237JSTPLUS .「 一

92AO330699;C92313405,K92102338,L92321425

神 経 毒 性 の スクリー ニ ン グ 規 制 食 品 化 学 物 質 の 毒 物 学 的 評 価 に お け る適 用

Screening∬orNeurotoxicity:ApplicationirltheToxicologicalEvaluationofRegulatedFood

Chemicals.

SOBOTKATJ,(FoodandDrugAdmin1stration,Washhlgton,D.C.)

JAmCollToxicol

JST資 料 番 号=EO809D;,ISSN:⑪730-0913`

VOL:10,NO=6,PAGE:671-676,(1991/12)

UnitedStates(US)

英 語

食 品 添 加 物 の 毒 性 に 関 す る従 来 の 試 験 で は,一 般 毒 性,生 殖 能 力,発 生 異 常,発 が ん 性,薬

物 動 力 学 とい っ た 項 目 が 重 視 され,神 経 毒 性 は ほ とん ど無 視 され て い る。本 報 で は,食 品 化

学 物 質 の 毒 性 評 価 に お け る神 経 毒 性 情 報 の 重 要 性 を指 摘 し,そ の 現 状 を概 観 した 。 また,米

国 食 品 医 薬 品 庁(FDA)の 赤 書 改 訂 作 業 と関 連 し 、今 後 の 神 経 毒 性 スクリー ニ ン グ の あ り方 に

つ い て 提 案 した'

JSTCOPYRIGHT

902rsOO40

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1992=157974JSTPLUS

92AO307416;C92303409

法 規 制 の い き値 最:小 限 度 の リスク状 態 を 処 理 す るた め の 選 択

ThresholdofRegulation.OptionsfbrHand㎞gM血imalRiskSituations.

RULISAM,(US.FoodandDrugAdmhstration,Washington,D.C.)

ACSSympSer(AmChemSoc)

JST資 料 番 号:HO588B;,ISSN=0097-6156

NO:484,PAGE=132-139,(1992)

UnitedStates(US)

英 語

FDAに よる規 制 で は,食 品 の 包 装 品 か ら不 注 意 で 移 動 す る可 能 性 が ある微 量 の 物 質 で も添

加 物 として 対 象 に な る が,新 規 の 申 請 を必 要 としな い 適 切 な 規 制 の い き値 を設 定 す べ き で あ

る として,FDAの 検 討 が 行 な わ れ て い る。い き値 の 選 択 、また は リス ク を最:小 に す る成 分 評 価

法 に っ い て論 じた

JSTCOPYRIGHT

1



902一リス ク評 価 方 法 レビ].一

902rsOO41

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

93021998EMBASE

動 物の結 果のヒトへの外挿 法

Extrapolationinan㎞alresultstoman.

DoullJ.

JoumalofToxicologicalSciences,(1992)17/4(260-261).ISSN=0388-1350CODEN=

JTSCDR

Japan

英 語.
ヒトに対 するデータが無 いケースでの対象 物質の毒性評価 等 をヒトへ置き換 える点 について、

段 階を置いたデータの利用 にっいて推奨 した。四段 階に分 け、一段 階 目では急性 および亜

急 性の毒性評価デ ータ、二段階 目では投与(各 投与 方法に従った)用 量作用 相 関、次 に対象

情 報デー タの合致性 、最後の四段 階 目ではNOELデ ータの合致性 としている。データの取 り
扱 いについてACG田TLV委 員会やNAS/NRC委 員会 の情 報も参考 にすることを推 奨してい

る。

902rsOO42

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1992:380999JSTPLUS

92AO664827;C93073706,K93031908

量 的 リス ク評 価,食 品 用 化 学 物 質 及 び 健 康 食 品

Quantitativeriskassessment,fbodchemicals,andahe&lthydieし

SCARLETTT,(Hyman,Phelps&McNamara,Washington,D.C.)

FoodRevInt

JsT資 料 番 号:EO194C;,ISSN;8755-9129;,CODEN:FRINEL

VOL;8,NO;2,PAGE:277-300,(1992)

UnitedSt駆tes(US)

英 語

健 康 を促 進 す る食 物 及 び 害 を予 防 す る食 物 を選 択 す る判 断 材 料 として の 明 確 な 情 報 は 無

い 。科 学 者 や 政 府 取 締 官 は,食 品 に 低 レ ベ ル の 化 学 物 質 を に 暴 露 す る 量 的 リスク評 価 法 を用

い て 慢 性 毒 性,特 に が ん に 関 す る 限 られ た デ ー タを細 か く論 ず る。この 評 価 法 は 激 的 に 危

険 を犯 し,食 品 中 の 食 品 添 加 剤 残 留 農 薬 及 び 他 の 化 学 物 質 の 判 定 を促 進 す る。しか し,そ

の 化 学 物 質 の 発 が ん 機 構 に っ い て役 立 っ 情 報 とな らな い

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO43

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1992;528230JSTPLUS

93AOO53532;J93063320

天 然 添 加 物 の サ ル モ ネ ラ菌 に 対 す る変 異 原 性(第4報)

Mutagenicity6fNaturalFoodAdditivesinSalmonelatyph㎞u亘um.(IV).

麻 野 間 正 晴,山 本 勝 彦,宮 部 正 樹,(名 古 屋 市 衛 研)

名 古 屋 市 衛 生 研 究 所 報

」ST資 料 番 号:FO865A;,ISSN=0287-5241

NO二38,PAdE:81-85,(1992/10)

Japan(lp)

日 本 語

天 然 添 加 物29品 目 に つ い てSalmonenatyphim面umを 用 い た 変 異 原 性 試 験(A而es試 験)を

行 った 。そ の 結 果,ル チ ン 分 解 物(プ レー トあ た り0.25～50μg),茶 抽 出 物(2mg),グ ル コー ス

イソメラー ゼ(100mg),ゲ ン チ ア ナ 抽 出 物(100mg)に い ず れ も 変 異 原 活 性 が 認 め られ た 。天 然

添 加 物 の 安 全 性 評 価 に は,製 造 工 程,食 品 加 工,消 化 吸 収 等 の 段 階 で 予 想 され る修 飾 作 用

に つ い ても検 討 す る必 要 が あ る

JSTCOPYRIGHT

902rsOO44

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1992:23900TOXCENTER

92AO204136;C92343534,K92111995,L92353129

発 が ん 性 の リス クを 評 価 す る新 手 法

Anewapproachtoevahlatingcarc㎞ogenicdsk

ParizaMW

ProceedingsoftheNation瓠AcademyofSciencesoftheUnitedStatesofAmedca,(1992Feb

D89(3)860-1.JourTlalCode=7505876.ISSN:0027-8424.

UnitedStates

英 語

発 が ん 性 の リスク評 価 は 働 物 実 験 の 結 果 を ヒトの 暴 露 レベ ル に 外 挿 す ることに 基 づ い て い る。

最 大 許 容 投 与 量(MTD)に よっ て 試 験 した す べ て の 物 質 の 約 半 数 が 発 が ん を 誘 導 す るこ とに 重

大 な 課 題 が 残 る。MTDは,敏 感 な 組 織 に お い て 細 胞 の 増 殖 を 刺 激 す る。一 方,一 日許 容 摂 取.

量 は,こ の 量 を 計 算 す る 際 に 無 毒 性 量 の1%に 設 定 して い る。両 者 の 関 連 に つ い て 検 討 した 。

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO45

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

語

録

言

抄

2002:566811TOXCENTER

発 生 毒 性 ス ク リー ニ ン グ とし て の ニ ワ トリは い 網 膜 細 胞 培 養 の 妥 当 性

Validationofchickembryoretinacellcultureasadevebpmentaltoxicantscreen.

DastonGP;BainesD;FitzgeraldMP;ShamlaS;ElmoreE

Toxicologist,(1993Mar)13(1)256.ISSN:0731-9193.

英語

ニワトリはい神 経網膜細胞(CERC)を 用 いて 、invivoで 毒性 の有無が確 認されている44種 類

の化合物(薬 物、金属、溶剤 、食 品添加 剤)に ついて生物活性 を調 べた。これ ら化合物 は細胞

致死濃度 、又 は最高濃度5mg/mlで テストした。その結果 、CERCとinvivoの 結果の一致率

は81%で あった。また 、CERC分 析は4種 類 の関連アルコキシ酸 の効力も正しくランク付 けし

た。従って、CERC分 析 はinviv。 の発 生毒性 結果とよく一致 すること、予備 的発 生毒性スク

リーニング法として利用するためにはさらに補 完が必 要なことが分かった。

902rsOO46

レコー ドNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1993:304310JSTPLUS

93AO639934;C93354030

16.GRAS物 質

16.GRASSubstances.

SMITHRL,(Univ.London,London,GBR)FORDRA,(ResearchIIlst.FragranceMaterials,

NJ)

FoodTechnol

JST資 料 番 号:COOO6A;,ISSNlOO15-6639;,CODEN;FOTEAl

VOL=47,NO;6,PAGE;104,106,108,112,114,116-ll7,(1993/06)

UnitedStates(US)

英 語

フ レー バ ・エ キス トラクト製 造 業 協 会 の 専 門 家 パ ネ ル はGRAS物 質 に つ い て フ レー バ 原 料 とし

て の 評 価 を続 け て い る。2年 に わ た る審 査 の 結 果,22の 新 しい フ レー バ をGRASと して 認 定 し

た 。全 米 毒 物 学 プ ログ ラム(NTP)の フレー バ 原 料 で あ る α 一メチ ル ベ ンジ ル ア ル コー ル お よび

ベ ンズ ア ル デ ヒドが 発 が ん 物 質 で あ るとの デ ー タ を検 討 した 結 果 ,とも にGRASと して 問 題 な し

と同 パ ネ ル は 結 論 した

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO47

レコー ドNo

和 文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1993:175005TOXCENTER

酵 母 の 試 験;薬 物 と環 境 化 合 物 の 急 性 毒 性 試 験 の た め の 代 替 法

Theyeasttest;analtern巳tivemethod50rthetestingofacutetoxicityofdrugsubstancesand

eIlvironment巳lchemicals

Koch,HeindchP.;Hofbneder,Mana;Bohne,Bemd

MethodsandFin(hngsinExpedmentalandClinlcalPha㎜acology,(1993)VoL15,No.3,pp.

141-52.CODEN=MFEPDX.ISSN:0379-0355,

AUSTR[A

英 語

食 品 添 加 剤 、薬 物 お よび 環 境 汚 染 物 質 等 のLD50急 性 毒 性 等 の 安 全 性 試 験 で 伝 統 的 に 動

物 を使 っ て試 験 して い るが 、酵 母 を使 用 す るこ とに よる簡 便 性 か つ 迅 速 性 の メリットを上 げ 、そ

の 正 確 陸 とメリットを 概 説 し、推 奨 した 。酵 母 はSacchar。mycesじerevisiaeが 通 常 使 用 され 、試

験 開 始 後30、90、150お よび210分 位 で 結 果 を得 ることが で きる。今 ま で 、約160種 の 通 常 の

医 薬 品 の 酵 母 実 験 で 得 たLD50が 、他 の 動 物 で 得 たLD50と 良 く相 関 した 。

902rsOO48

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1993:244762jSTPLUS

93AO543082;K94022385,L94013061

安全性評価 の原 点 急 陛毒 性試験

TheBasisofSa飴tyAssessment,AcuteToxicityStudy,

三崎義則,磯 部 直彦,川 崎 一,(住 友化 学工業 生物環境 科学研)

住友化 学

JST資 料番号:FO315A;,ISSN:0387-1312
VOL=1993,NO=1,PAGE=32-40,(1993/05)

Japanqp)

日本 語

筆者 等の研 究所で実施している小 動物(ラ ット,マウス)を 用いた急性毒性試験 について,

デ ータの用途,試 験指針,方 法,急 性 毒性試 験 に影 響を与える因子,代 替試験 法について紹

介 した。急 性毒性試 験は毒性症 状の検 出あるいは発現機 序の解 析に重点が移 りっつあり,ま
た欧米諸 国では動物愛護 の立場から動物代 替研 究が盛ん になってきている

JSTCOPYRIGHT

1



902 一リス ク評 価 方 法 レビ ュー

902rsOO49

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1994:66593TOXCENTER

一 日 許 容 摂 取 量 お よ び 一 日 耐 容 摂 取 量 の 過 剰 の リス ク分 析

Ananalysisoftheriskofexceedingtheacc巳ptableortolerabledailyintake

Renwick,A,G,[Reprintauthor];Walker,R.

Regulato【yToxicologyandPharrnacology,(1993)Vol。18,No.3,pp.463-480.CODEN=

RTOPDW.ISSN:0273-2300,

英語
一 日許容摂取量および一 日耐容摂取量の過剰リスクの因子分析について概説した。食品添

加剤や食品きょう雑物の一 日許容摂取量(ADI)お よび一 日耐容摂取量(TDDは 通常動物の急

性毒性実験から得られる。ADIお よびTDIは 対象食品添加剤や食品きょう雑物の無作用量
(NOBL)の 決定に重要である。ヒトに適応させる時に、動物実験値の妥当性を慎重 に量:らねば
ならない。動物実験でのプロトコル設定で、ヒトでの摂取期間がポイントとなる。

902rsOO50

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

94191378EMBASE

アメリカ の 食 品 お よび 薬 物 のDelaney条 項 は ヒトの が ん を 防 御 で きるか?

DoestheDelaneyClauseoftheU,S.FoodandD皿gLawspreventh㎜ancancers?,

WeisburgerJ,H.

FundamentalandAppliedToxicology,(1994)22/4(483-493).ISSNこ0272-0590CODEN:

FAATDF

UnitedStates'

英 語

FDAのDelaney条 項 は 、1958年 に ヒトお よび 動 物 に 対 して が ん を発 生 させ る化 学 物 質 の ヒト食

品 へ の 混 入 を 防 ぐ た め に 発 効 され た 。1950年 台 に 発 表 され た が ん の 原 因 お よび が ん 発 生 の

機 構(DNAに 起 因 す る変 化)に つ い て の 遺 伝 科 学 的 知 識 に つ い て ま とめ て い る。が ん 発 生 の

遺 伝 毒 性 試 験 に っ い て はSalmonellatyphimumiumのAmes試 験 、肝 細 胞DNA対 のWilliams試

験 お よびRanderathの32P標 識DNA試 験 を含 ん で い る。
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902rsOO51

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

94081611EMBASE

発 達 毒 性 試 験 に お け る 行 動 的 評 価 二MARTA調 査 結 果

Behavioralevaluationsindevelopmentaltoxicitytesting二MARTAsurveyresults.、

Lochly.巳A.;Jo㎞sonC,;WierP.J.

NeurotoxicologyandTeratology,(1994)16/1(55-63).ISSN:0892-0362CODEN:NETEEC

UnitedStates

英 語 、 、

中 央 大 西 洋 再 生 お よ び 催 奇 形 性 協 会(駁ARTA=MddleAt垂anticReproductlon&

TeratDl。gyAssociation)カ{1991年 に 行 っ た 標 題 に 関 す る 調 査 結 果 を ま とめ た 。

902rsOO52

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名.

資料名

発行国

言語

抄録

1995:162810TOXCENTER

低用 量化 学物質 の感受性:行 動 毒性 学からの見通 し

Low-levelchemicalsensitivity=Aperspectivefヒombehavioraltoxicology

Weiss,Bemard

Toxicologyand【ndustrialHealth,(1994)Vol,10,No,4〆5,pp.605-17.CODEN;T【HEEC.

ISSN;0748-2337,

UN匪TEDSTATES

英語

リスク評価過 程は特に低 暴 露量 による健 康への被 害を評価するために企 てられている。神経

行動毒物 への応 用は、神経 毒性 の評価 において考慮しなけれ ばならないエンドポイントの多

様 性のために難 しくなっている。多重化合物感 受性(MCS)、 シックビル症候群(SBS)の よう

な問題もある。実験 計画法 は考慮 しなければならないもうひとつの因子である。揮発 性有機 溶

媒、食 品添加 剤を含む多 くの物 質の潜在 毒性 を評価する方法 について述べた。子供 に対 して

行 った食:用着 色料の研 究 、食用着 色料の行動応 答を惹起 させ る用 量と一 日摂取許 容量、化

合物 に対する応 答者 と非応 答者の母集 団や 比率など、図表と共 に解説した。
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902rsOO53

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

.資料名

発行国

言語

抄録

1995;649689JSTPLUS

96AOO45604;C96104143

食 品 中 の 化 合 物 の リス ク評 価 の た め の バ イオ マ ー カ ー の 使 用 に お け る 主 要 な 論 点

KeyissuesintheUseofBiomarkersfbrAssessingRisksffomFoodChemicals.

SHERLOCKJC,(HeadofFoodSci,Div.,MinistryofAgriculture,FisheriesandFood,

London,GBR)

SpecPubiRSocChem

JST資 料 番:号:BO186B;,【SSN=0577-618X

NO=175,PAGE;1-8,(1995)

UnitedKingdom(GB)

英 語

バ イ オ マ ー カ ー ① に つ い て,食 品 中 の 化 合 物 の リスク評 価 に 焦 点 を 合 わ せ て 述 べ た 。リス ク

の 判 断 や 基 準 の 設 定 の た め の1の 使 用 は 古 く,現 在 の 科 学 は 以 前 に は 不 可 能 で あ っ た 範 囲 ま

で 調 査 を行 っ て い る。発 展 の 可 能 性 は あ るが 時 間 が か か り,科 学 者 よりも研 究 費 の 多 大 な 投 資

に よりリス クの 定 量 が 始 ま るで あ ろう

JSTCOPYRIGHT

902rsOO54

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1995:183138TOXCENTER

95AO705482;L95333741

発 生 毒 性 物 質 の スクリー ニ ン グ として の ニ ワトリは い 網 膜 神 経 細 胞 培 養 の 評 価

Evaluationofchickemb【yoneuralretinacellcultureasascreenfbrdevelQpmentaltoxicants

Daston,GeorgeP.;Baines,Donald;Elmore,Eugene;Fitzgerald,MaryP.;Sharma,Sheela

FundamentalandAppliedToxicology,(1995)Vol.26,No.2,pp.203-10.CODEN:

FAATDF.一iSSN:0272-0590.

UNITEDSTATES

英 語

発 生 毒 性 を 持 つ 化 学 物 質 のinvitroス クリー ニ ング の 結 果 がinv{voに 反 映 で きる か を,初 代 培

養 ニ ワトリは い 神 経 網 膜 細 胞 と総 数45の 化 学 物 質 を用 い て 調 べ た 。調 査 パ ラメー タとして は,多

細 胞 凝 集 形 成,蛋 白 質 含 量,グ ル タチ オ ン 合 成 酵 素 活 性 を 取 り上 げ た 。そ の 結 果,こ の 系 は

種 々 の 異 な るグ ル ー プ の 発 生 毒 性 に 一 致 す る結 果 を 与 え ることか ら,予 備 的 発 生 毒 性 スクリー

ニ ン グ の 手 段 として 有 用 で あ ると報 告 した

JSTCOPYRIGHT



902リ スク評価 方法 レビュー

902rsOO55

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1996:140105TOXCENTBR

催 寄 性 試 験 の た め の 方 法 一現 行 と将 来 モ デ ル

MethodsR)rteratogenicitytesting-exist血gandfUturemodels

Kotwar虹,Anita;Mehta,V.し;Gupta,U。;Prabhu,S.;Bapna,J.S.

IndianJoumalofPh㎜acolo倒,(1995)V。1.27,N。.4,pp.204-13.CODENIINJPD2,ISSN:

0253-7613.

INDIA

英 語

現 行 で は 、薬 物 の ス クリー ニ ン グ テ ス トを 含 め て 安 全 性 の 評 価 ・試 験 に 、げ っ歯 類 で の 催 奇 形

性 試 験 を含 む 各 種 試 験(in伽o実 験)や ヒトで の 疫 学 的 調 査 が 用 い られ て い る。新 規 医 薬 品 や

食 品 添 加 物 の 開 発 の 増 加 に 伴 い 、安 全 性 の 評 価 ・試 験 に 安 価 で 、迅 速 で 、効 果 的 ・効 率 的 評

価 試 験 法 が 求 め られ て い る。そ の た め に 、現 行 の そ の 他 の 方 法 として 、invitro実 験 で 、例 え

ば 、ほ 乳 類 器 官 組 織 培 養 、脊 椎 動 物 や 両 生 類 は い の 組 織 培 養 あ るい は 細 胞 培 養 系 で の 試 験

が 、提 案 され て い る。正nvivo試 験 を 行 う化 合 物 を 予 測 で きるように な る。

902rsOO56

レコードNo

和 文標 題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

96067509EMBASE

一 日許 容 摂 取 量 お よび 一 日 耐 容 摂 取 量 の 推 測 に お け る毒 性 性 状 の た め の 追 加 的 安 全 性 お

よび 不 確 定 因 子 の 利 用

TheuseofanadditionalsafetyoruncerLai皿ty憺actorfbrnatureoftoxicityhltheesti皿ationof

acceptabledailyintakeandtolerabledaily血takevalues.

RenwickA.G.

Regulato【yToxicologyandPhamlacology,(1995)22/3(250-261>.【SSN=0273-2300CODEN:

RTOPDW

UnitedStates

英 語

食 品 添 加 剤 、食 品 きょう雑 物 お よび 環 境 汚 染 原 因 物 質 等 の ヒトへ の が ん 発 生 等 へ の 危 険 性 か

ら、一 日許 容 摂 量 お よび 一 日耐 容 摂 取 量 の 推 測 に お い て 毒 性 性 状 の た め の 追 加 的 安 全 性 お

よび 不 確 定 因 子 の 利 用 に つ い て 概 説 した 。1989年 にILSI(lntemationalLi偽Sciences

lnstitute)ヨ ー ロッパ が 一 日 許 容 摂 取 量(ADI)に 関 す る会 議 を 開 い て 以 来 、多 くの 議 論 が な され

て い る標 題 に つ い て 、無 毒 性 量(NOAEL)お よび 重 要 視 して い る一 日 耐 容 摂 取 量(TDDを 含 め

て 論 点 を説 明 した 。
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902rsOO57

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1996:66959TOXCENTER

規 制 目 的 の た め の げ っ 歯 類 肝 発 が ん の 考 慮 事 項 問 題 点

Problemsinconsiderationofrodenthepatocarcinogenesisforregulatorypurposes

MochRW;DuaPN;HinesFA

Toxicologicpathology,(1996Jar1-Feb)24(1>138-45.Ref:28,JoumalCode:7905907.ISSN=

0192-6233,

UnitedStates

英 語

FDAのCenteribrFoodSa歓y&AppliedNuthti。n(CFSAN)の 標 題 に 関 す るB6C3F1マ ウス

を使 用 した 実 験 、CD-1マ ウス使 用 した 実 験 、Spran臼ue-Dawleyラ ットを使 用 した に っ い て の 実

例 、お よびFischer-344ラ ットを使 用 した 実 例 で 問 題 点 を 挙 げ レビ ュー を行 っ た 。対 象 試 験 品

は 化 粧 品 用 色 素 、抗 微 生 物 剤 、人 工 甘 味 料 等 で 行 っ て い る。

902rsOO58

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1996=156540TOXCENTER

発 生 遺 伝 発 が ん 物 質:判 定 とリスク評 価

Epigeneticcarcinogens=Evaluationanddskassessment

Williams,GaryM.;Whysner,John

Expe【imentalandToxicologicPathology,(1996)VoL48,No.2-3,pp.189-195.CODEN=

ETPAEK.lSSN:0940-2993.

UNITEDSTATES

英 語

4つ の 化 学 物 質;d一 リモ ネ ン 、ブ チ ル ヒドロキ シ ア ニ)ろ一 ル(BHA)、 フェ ノバ ル ビタ ー ル(PB)、

サ ッカ リン ナ トリウム(NaSac)の 反 応 機 構 情 報 を 分 析 す ることに より、発 生 遺 伝 発 が ん 物 質 の リ

ス ク評 価 法 をま とめ た 。こ の4つ の 化 合 物 は どれ も ヒトに 対 す る 曝 露 濃 度 で は が ん に な るリス ク

は 認 め られ な か っ た 。反 応 機 構 原 理 は そ れ ぞ れ の 物 質 で 異 な る の で 、ケ ー スバ イケ ー スの 種

特 異 的 、用 量 一作 用 知 見 の 分 析 結 果 を解 説 した 。これ らの 発 が ん 物 質 に お い て 、高 濃 度 で マ

ウス や ラットに 腫 よう発 生 をもた らす 反 応 機 構 は ヒトに とっ て 適 当 な 濃 度 で は 働 か な い と考 え ら

れ る。
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902rsOO59

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1996:39850TOXCENTER

EPAに お け るDelaney条 項 の 影 響

ImpactoftheDelaneyClause血theEPA

Fenner-CrispPA .

Expe【imentalandtoxicologicpathology:ofHcialjoumaloftheGeselschaRfUr

To副{olo暫schePathologie,(1996Feb>48(2-3)199-200.JoumalCode=9208920.ISSN=

0940-2993.

GERMANY:Ge㎜any,Feder団Repubhcof

英 語

アメリカ 環 境 保 護 庁(EPA)は ア メリカ 国 内 の 農 薬 使 用 を規 制 す る役 所 で 、そ の 規 制 は 連 邦 殺

虫 剤 防 か び 剤 殺 鼠 剤 法(FIFRA)、 連 邦 食 品 医 薬 品 化 粧 品 法(FFDCA)に 依 っ て い る。ヒト

や 家 畜 の 農 薬 許 容 量 はFFDCAの408、409条 に 載 っ て い る。本 稿 で はFFDCAの408条 と

409条 及 びFIFRAと の 間 に あ る矛 盾 点 、1987年 国 立 科 学 ア カ デ ミー に よる勧 告 「食 品 中 の

農 薬 規 制 一Delaneyパ ラドックス 」、EPAに よるこの 勧 告 実 行 の 試 み 、が ん 誘 導 化 学 物 質 を 含 む

食 品 の 許 容 量 に 対 す るEPAの 認 定 能 のDelaney条 項 の 実 質 的 影 響 、Delaney条 項 を 守 るた め

の 法 規 則 の 状 態 、に つ い て解 説 した 。

902rsOO60

レコードNo

和 文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1996:39852TQXCENTER

非 遺 伝 毒 性 発 が ん 物 質 を 特 に 考 慮 した 場 合 の 食 品 中 発 が ん 物 質 の リス ク評 価 特 に リスク評

価 利 用 とDelaney条 項 変 更 に っ い て の 科 学 的 論 議

Riskassessmentofcarcinogensi皿fbodwithSpeciaicQnsiderationofnon-genotoxic

cardnogens.Scient迅cargumentsfbruseofriskassessmentandforch旦ngingtheDelaney

ClausespeciHcany

WilhamsGM;KarbeE;Fenner-CrispP;IatropoulosMJ;WeisburgerJH

Experimentalandtoxicologicpathology:officialjoumaloftheGeseUschaftfUr

ToxikologischePathologie,(1996Feb)48(2-3>209-15.Re藍21.JoumalCode=9208920.

ISSN:0940-2993.

GERMANY=Ge㎜any,FederalRepubhcof

英 語

「非 遺 伝 毒 性 発 が ん 物 質 を特 に 考 慮 した 揚 合 の 食 品 中 発 が ん 物 質 の リスク評 価 」とい う文 書 が

国 際 毒 性 学 病 理 医 学 会 連 合 か ら1995年 に 出 され た 。この 文 書 は 最 新 の 発 が ん 物 質 リス ク評

価 とDelaney条 項 の 時 代 遅 れ を知 らせ るた め に 書 か れ た 。この 文 書 で は 、ヒトが 食 品 か ら摂 取

し、科 学 的 根 拠 に 基 づ い た リス ク評 価 の 必 要 性 の あ る化 学 物 質 を い くつ か 例 示 し てい る。適 切

な リスク評 価 法 を使 っ て 無 視 で きる ほ どの リス クを 確 認 す ることに より無 益 なDelaney条 項 の 廃

止 を 求 め て い る。これ に より、ア メリカ 政 府 は 食 品 中 化 学 物 質 の 使 用 を現 在 の 適 切 な 科 学 的 方

法 に よ り、ケ ー ス バ イ ケ ー ス で 規 制 で きるように な る で あ ろ う。
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902rsOO61

レコードNo

和文標 題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

王997;80281TOXCENTER

食 品 と食 品 添 加 剤 に よ る ア レ ル ギ ー お よ び 不 耐 性 の 発 生 学;デ ー タ 有 効 性 の 問 題

Epidemiologyofalergiesandintolerancescausedbyfbodsandfoodadditives:Theproblem

ofdatavahdity

Wuethdch,Bruneno

Eisenbrand,G.;Aulepp,J、;Grunow,A.D.;Rhg,J、:Schlatter,J.;Koel,W.;Baum,M

〔1996)pp.31-39.Foodalergiesandintolerances.Ref;VCHVedagsgeseUschaftmbH,

Post飴ch101161,Boschstrasse12,D-6940Weinheim,Germany;VCHPubhshers,Inc.,

Suite909,220East23rdStreet,NewYork,NewYorkIOO10,USA、Meetinginfb.:Deutsche

Forschungsgeme血schaftSymposiumISBN;3-527-27409-X,

英語

食品および食品添加物由来の食品アレルギー(FA)と 食物不耐性(F【)の罹患にっいて分かり
難い点等の定義上の問題にも触れ、現状のFAとFIの 関連情報を概説した。標題にっいて、今

後に続くデータ数(穿 刺試験や免疫学的試験のDBPCFC等)の 増加も踏まえ、将来の解決性
に期待した。

902rsOO62

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行 国

語

録

言

抄

2002:574385TOXCENTER

発 生 毒 性 学 お よび 公 衆 衛 生/規 制 ア プ ロー チ に お け るリスク評 価

RiskassessmentindevelopmentaltQxicologyandpublichealth/regulatolyapprQaches.

SchwetzB;GreenmanD

OCCUPATIONALHYGIENE,(1996)2(1-6)439-44.ISSN:1061-0251,

英語

米 国にお ける発生毒性デ ータのため に用 いられ るリスク評 価実践 の背後 にある仮定 および規

制原 理について要約 し、グリコールエーテル のリスク評価 にっいていくっかの特別な情報 を提

供 した。食 品添加 剤や化粧 品、医薬 品にグリコールエーテル は多く用いられている。リスク評

価 に用 いられる仮 定、グリコールエーテルの規 制 について解説 した。疫 学、動物実験 、発生 毒

性などのデータ、最:大無作用 量(NOAELs)な どからリスク評価がなされ ている。2一メトキシエ

タノール 、2一エトキシエタノールなど、グリコール エーテル の使用 は、米 国においてはOSHA

(米国職 業安全衛 生局),EPA(米 国環境保 護庁),FDA(米 国食 品薬 品局),CPSC(米 国消

費者 製品安全委員会)の4つ の機 関で規制され ている。
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902rsOO63

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1996:44890JMEDPLUS

96AO541516

医薬 品添加 物と気 管支ぜん息

DrugAdditivesandBronchialAsthma. .., .

榊原博 樹,谷 口正 実,大 河原 重栄,(藤 田保 健衛生大 医)

呼 吸と循 環

JST資 料番 号:ZO660A;,ISSN;0452-3458
VOL:44,NO;6,PAGE=621-629,(1996/06)

Japan(JP>

日本語

食 品 ・医療 添加 物のなかには,一 部の気 管支ぜん 息やじん麻疹患 者に過敏 反応を引き起こ

すもの がある。特に非ステロイド性抗炎 症薬に過敏 な,い わゆるアスピリンぜ ん息やアスピリン

過 敏性じん麻疹 をもっ 患者 に,食 品添加 物過敏 症が多い。注意す べき添加 物 として食用 黄色
5号,安 息香 酸ナトリウム,パ ラオキシ安息香酸エステル類,亜 硫 酸塩類 を挙 げ 解 説 した

JSTCOPYRIGHT

902rsOO64

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1996;332642JSTPLUS

96AO639950;J96103898

化 学 物 質 の 発 が ん 性 リス クア セ スメン ト

CarcinogenicRiskAssessmentofChemicals.

林 裕 造,(北 里 大 薬 〉

食 品 衛 生 研 究

JST資 料 番 号;FO522A;JSSN=0559-8974;,CODEN;SHEKAL

VOL;46,NO:7,PAGE:65-71,(1996/07)

Japan(lp).

目本 語

化 学 物 質 の 発 が ん 性 リス クア セ スメン トを 実 施 す る 際 の 基 本 的 考 え 方 を 次 の4項 目に 分 け て

述 べ た 。1)リ ス クア セ スメン トが 意 味 す るも の,2)リ スクア セ スメン トが 意 図 す るも の β)リスクアセ

スメン トを 支 え るも の(有 害 性 確 認,暴 露 評 価,用 量 反 応 評 価,リ ス ク判 定,科 学 的 情 報 とリス ク

ア セ スメント),4)リ ス クア セ ス メン トを活 か す も の(基 本 的 事 項,リ ス クアセ スメントの 再 吟 味,リ ス

クマ ネ ジ メン トの 難 易)

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO65

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

語

録

言

抄
、

1997:79400TOXCENTER

97AO113026;L97133292

免 疫 毒 性 を 規 定 す るガ イ ドラ イ ン の 展 望

Perspectivesonimmunotoxicityregulato乃rguidelines

Harling,R,J.

In飴mmationResearch,(1996)Vo1.45,No.SUPPL.2,pp.S69-S73.ISSN=1023-3830.

英語

ヨーロッパ,日本およびアメリカにおける標題ガイドラインの現在の状況を総説した。最初に,各

国で免疫毒性試験の前に必要な遅延型過敏症試験と抗原性試験についてまとめた。次に,日
本とヨーロッパにおける免疫毒性試験を示し,アメリカの食品医薬 品局のドラフトレッドブックII,
アメリカ毒物学プログラムおよび環壌保護局のガイドラインにっいてまとめた

JSTCOPYR[GHT

902rsOO66

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:574251TOXCENTER

食 品 添 加 剤 の 雌 性 繁 殖 毒 性 評 価 の た め の 試 験 指 針

Test㎞gguidelinesfbrevaluationoffemalereproductivetoxicityoffbodad(五tives.

CollinsTF

lNTERNATIONALJOURNALOFTOXICOLOGY,(1997)L6(D81.iSSN:1091-5818.

英 語

食 品添加剤 の安全性試験 における発展性(生 殖 ・成 長 ・死亡の過程 を通 じての)毒 性 の評価
につ いてFDARedhookIIを 紹介 ・短報した。発展性毒性 として形態異 常、成 長遅延 、機能欠

乏等 がある。
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902rsOO67

レコードNo

和文標題.

原文標題

著者名

資料名

発行 国

言語

抄録

2002:574252TOXCENTER

発 が ん 性 試 験 で の 子 宮 内 暴 露 の 利 用

Carci皿ogenicitytestingut亜zinginuteroexposしlre.

HattanDG

INTERNATIoNALJOURNALoFToxIcQLoGY,(1997)16(1)82.issN:logl-5818.

英語

食品添加剤と農薬に関する発がん性試験における出生後の実験と子宮内の実験に差が生じ
たことを報告した。エチレンチオ尿素の子宮内の投与では若干高い発がん性を示したが、逆
に通常方法が高い結果を示すものもあった。

'

902rsOO68

レコー ドNo

整理No

和文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

199B=221444JSTPLUS

98AO480152;K98083424,L98213273

免 疫毒性 試験ガイドラインの 国際 的動 向 免疫病理 学的検査を中心に

Intemationaltrendonimmunotoxicity.testi皿99uidel血esinexperimentalanimals=

lmmunopathologicalexaminations.

三森 国敏,(医 薬 品食 品衛研)

免 疫毒性研 究会講 演要 旨集

JST資 料番 号:L3387A
VOL=4th;;PAGE=14-15,(1997〆09)

JapanσP)・

日本語

OECDで は従来の28日 間反復投 与毒性試験 ガイドラインに,さ らに免疫毒性 の検 出力を強化

した免疫 毒性スクリーニング手法を導入 することが検討 され,1995年 にその改訂ガイドラインが

勧 告された。日本では1996年,食:品 添加 物 の指定 および使 用基準改正に関する指針が公 表
された。この指針 では安 全性 に関する試 験の標 準的実施事項 として,28日,90日,1年 間反復

投与毒性 試験,お よび1年 間反復投 与毒性/発 がん性試験や抗原性試験 等が示されてい

る。EPAで は通 常の化 学合成 品としての農薬の評価 に,機 能試験 を含まない通 常の病理試

験項 目を免疫 毒性 スクリー ニングとして毒性試 験に組 み込むことを勧告 した。また,1996年 に

米 国農薬 有害物質 防止局 は,従 来の農 薬取締 法や 有害物質取締法の異なったガイドライン

をひとっに統合し,全 ての毒性領 域をカバ ーする種 々の新しいガイドライン案 を作成した。免

疫毒性を検 出するための検査項 目が記載されている試験 としては,亜 慢性 毒性 試験,皮 膚感

作性試験,免 疫毒性試 験 がある。

JSTCOPYRiGHT



902.リスク評価方 法レビュー

902rsOO69

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998;13337JMEDPLUS

98AO258255

食 品添加 物と食 品中天然物 質の複合 作用及び その毒性評 価 につ いて

Toxicologicalevaluationofco-administrationoffoQdadditivesandnaturalfoodcomponents.

SUNB,(公 衆衛生院)

公 衆衛 生研 究

JST資 料番 号=FO799A;,ISSN=0916-6823;,CODEN;KE【KEA
VOL=46,NO:3,PAGE:252-253,(1997/09)

Japanqp)

日本語

標 題の複合 作用を 酸 化防止剤 として使 われているBHTや 食:品含有 天然物 であるフラボノイ

ド摂取をさせた,マ ウスとハムスターを用 いて調べた。これ ら物 質の作用指標 には変異原物 質

の活性化を用 い,さ らにその活性化 の作用機 序を異物代謝 酵素の面から評価した。その結果

、合成食品添加物や 天然食 品中成分 の同時投与により強 い複合作 用を来し,これが実際の食
生活でも起こり得ることがわかった。また,そ の作用機 序は物質 に特異 的な異物代 謝酵素分子

種の増加 によることが明らか になった。さらに,今 回の実験 方法を用いて,長 期複合作用の予

測ができる可能性が示唆された。

JSTCOPYRIGHT

902rsOO70

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998031307EMBASE

U.S.食 品 医 薬 品 局 に お け る健 康 リス ク評 価 実 施 法

Healthriskassessment.practices㎞theU.S,FoodandDnlgAdm㎞istr旦tion.

GaylorDW.;AxelradJ.A。;BrownR,P.;CavagnaroJ.A。;CyrWH;卜lulebakK.L;

LorentzenR↓;M三llerMA;Mullig巳nL.T.;SchwetzB.A.

RegulatoryToぬcologyandPharmacology,(1997)26/3(307-321),RefS:511SSN:0273-2300

CODEN:RTOPDW

UnitedStates

英 語

FDAは 消 費 者 の健 康 リス クに 関 与 す る各 種 あ らゆる食 品 、生 物 製 剤 、化 学 品 等 の 製 品 や 、製

品 自 体 で な くきょう雑 的 物 質 あ るい は 、電 子 デ バ イス か らの 放 射 等 広 い 安 全 性 評 価 が 必 要 とさ

れ るが 、そ の 各 種 評 価 の 概 念 に つ い て 、概 説 した 。一 日許 容 摂 取 量(ADI)等 の 用 語 や 各 種 試

験 方 法 に つ い て も説 明 した 。
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902rsOO71

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

199B:2542JSTPLUS

98AO122331;K98030214,L98041241

環 境 有 害 因 子 の 検 出 に 姉 妹 染 色 分 体 交 換 の 応 用

Studyonsisterchromatidexchangehdetectingenv丘onmentaltoxicfとctors.

YIH,(ShanxiUniv.,Taiyuan)ZHANGZ,(NankaiUniv.,Tian聾n)

ZhongguoHuanjingKexue

』ST資 料 番 号:WO841A;,ISSN=1000-6923;,CODEN;ZHKBEI

VOL=17,NO=5,PAGE;440-442,(1997/10/20)

China(CN)

中 国 語

ヒト血 液 リンパ 細 胞 とオ オ ム ギ 根 端 細 胞 に 対 して,姉 妹 染 色 分 体 交 換(SCE)実 験 を 行 った 。そ

の 結 果,変 異 誘 導 物 として の マ イトマ イシ ンC,ア クチ ノマ イシ ンD,イ ソニコチ ン酸 ヒドラジ ン及

び サ ッカ リン ナ トリウム はSCB頻 度 を著 しく増 加 させ るこ とが 分 か っ た 。そ の うえ,二 種 類 の 細 胞

のSCE誘 発 の 値 は よく一 致 し.植 物 細 胞 のSCEは 環 境 中 変 異 誘 導 剤 の 検 出 に ヒト血 液 リンパ

細 胞 と同 様 に敏 感 か つ 有 効 で あ ることを 示 した 。また,高 濃 度 の 非 誘 導 剤 培 地 の 条 件 に お い

て も 植 物 若 苗 の 発 育 が 抑 え られ 拠 理 の 前 期 に 若 苗 の 根 端 細 胞 のSCE値 を 明 らか に 高 め る

ことを 検 出 した 。オ オ ムギ のSCE実 験 は 環 境 中 の 重 金 属CrとCdに 対 して 濃 度 が 低 くても 検

出 で き,環 境 中 の 有 害 因 子 の 検 出 に 有 効 で あ ることを 示 した 。

JSTCOPYRIGHT

902rsOO72

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

97071361EMBASE

食 品 医 薬 品 局 に お ける健 康 リス ク評 価 一プ ロセ ス と毒 性 病 理 学

Foodanddrugadministrationhskassessment-PrQcessandtoxicologicpathology.

MochR.W.;DuaP.N,;HinesFA

Tox三cologicPathology,(1997)25/1(61-67).RefS;121SSN:0192-6233CODEN:TOPADD

UritedStates

英 語

FDAのCFSAN(CenterforFoodSa鳳y&AppliedNuthtion>が 管 轄 ・運 営 す る標 題 の 評 価 法 の

内 容 ・機 構 に っ い て ま とめ た 。ラット、マ ウス を使 っ た3例(2年 間 連 邦 毒 物 学 プ ログ ラムNTP、

食 品 添 加 剤 の 急 性 毒 性 試 験 、新 規 治 験 薬 講 験)の 実 例 を 上 げ て 説 明 した 。
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902rsOO73

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1997=48380JMEDPLUS

97AO553929

食 物 ア レル ギ ー と臨 床 栄 養 食 物 ア レル ギ ー と食 品 添 加 物

Foodaller巳yandclinicalnutrition.Foodallergyandfbodadditives.

森 川 昭 広,(群 馬 大 医)

臨 床 栄 養

JST資 料 番 号:GO885A;,ISSN=0485-1412;,CODEN=RNEYAW

VOL=90,NO=7,PAGE=799-802,(1997/06)

Japan(JP)

日本 語

食 物 の 保 存 上 の 問 題 か ら多 くの 食 品 添 加 物 が 用 い られ るよ うに な り,こ れ らに よる過 敏 性 の 増

加 も ア レル ギ ー 性 疾 患 増 加 の 原 因 とな っ て い る可 能 性 が ある。食 物 ア レル ギ ー と食 品 添 加 物

に つ い て,次 項 に より解 説 した 。1)食 品 添 加 物 の 免 疫 へ の 影 響,2)摂 取 食 物 の 変 化,3)食 品

添 加 物 と疾 患(ぜ ん 息,じ ん 麻 疹 接 触 性 皮 膚 炎,ア トピー 性 皮 膚 炎,多 動)。

JSTCOPYRIGHT

902rsOO74

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998:124464JSTPLUS

98AO331946;C98134157,L98143480

食 品,栄 養 及びがんの予 防 全体的見通し

Food,nut【itionandthepreventionofcancer:Aglobalperspective.

BENDERAE

FoodSciTechnolToday

JST資 料番 号;WO217A;JssN;0950-9623
VOL;12,NO=1,PAGE:25-28,(1998/03)

UnitedKingdom(GB>

英 語

20世 紀の後半にはヒトはウイルスや化 学物質 に曝されるようになり,1996年 には世界 で1千 万

人のがん患者が出ている。また最近発がんへの食 事の影響が指摘 されるようになった。世界
がん研究基金 とAICRは 世 界9が 国15人 の専 門家 に人の発がんリスクに関連 する文献 のレ

ビュー を依頼し,1997年 英 国での会合で結 論が公表された。発 がんリスクは主リスクのタバコ以

外30～70%は 食事 にあり.,脂肪 の高摂取 でリスクが増加す るとしている。リスク要 因の解析 は,

確 信あり,有 望,可 能性 有り,不 十分の4ク ラスに分 けて行 った。リスク要 因として,食 品加 工の

加 熱,塩 漬,食 品添加物,甘 味料,汚 染物 微 生物汚染 に言及 した。また植物 由来食 品の摂

取等望ましい食事摂 取のあり方を勧告した。

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO75

レコー ドNo

整 理No

和文標題

原文標 題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998=331302JSTPLUS

98AO649593;C98224055,K98083437,L98253638

食 品 添 加 物 に 関 す る雌 に お ける 生 殖 毒 性 お よび 発 達 毒 性 を 評 価 す るた め の 試 験 指 針

Testingguidelinesfbrevaluationofreproductiveanddevelopmentaltoxicityoffbodadditives

in飴males.

COLLINSTFX,SPRANDORL,(U.S,FoodandDmgAdministration,Maryland,USA)

HANSENDL,(NationalCenterfbrToxicologicalRes、,Arkansas,しISA)SHACKELFORDM

E,WELSHJJ,(CenterfbrFoodSafetyandAppliedNutntion,Washington,DC,USA)

lntJToxicol

JST資 料 番 号;EO809D;,ISSN:1091-5818;,CODEN」JTOFN

VOL=17,NO:3,PAGE;299-325,(1998/05-1998/06)

UnitedStates(US)

英 語

食 品 添 加 物 の 母 性 お よ び は い に 対 す る作 用 を試 験 す る指 針(レ ッドブ ック)が1982年 にFDA

か ら出 され,催 奇 形 性,発 達 毒 性 お よび 多 世 代 生 殖 毒 性 の 試 験 法 が 示 され た 。この レ ッドブ ッ

クがig93年 に 改 訂 され(ド ラフト 〉,発達 中 の 生 物 に対 す る作 用(死 亡,奇 形,成 長 遅 滞 機 能

障 害)が 明 示 され た 。本 稿 で は,新 しい レッドブ ック に お け る発 達 毒 性 お よび 多 世 代 生 殖 毒 性

試 験 の 指 針 を示 し,EPA指 針 ドラフ トお よびOECD指 針 と比 較 した 。

JSTCOPYRIGHT

902rsOO76

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998=331303JSTPLUS

98AO649594;C98224056,K98083438,L98253639

雄 の 生 殖 に 対 す る食 品 添 加 物 の 作 用 を評 価 す るた め の 試 験 指 針

Testingguidelinesfbrevaluationoffbodadditives'ef艶ctsonmalereproduction.

SPRANDORL,COLL[NSTFX,(US.Foo"andDrugAdministration,Ma士yland,USA)

IntJTo》 藍icol

」ST資 料 番 号=EO809D;,ISSN:1091-5818;,CODEN;IJTOFN

VOL;17,NO=3,PAGE:327-336,(1998/05-1998/06)

UnitedStates(US)

英 語

食 品 添 加 物 の 雄 の 生 殖 毒 性 に 関 す る改 訂FDA指 針(レ ッドブ ック)に つ い て解 説 した 。 雄iの

生 殖 毒 性 を 評 価 す る各 種 エ ンドポ イン ト(臓 器 重 量,組 織 病 理 精 子 の 運 動 性 ・形 態 ・数 な ど)

が 指 針 に 示 され て い る。な お,こ の 指 針 はEPAな ど の 他 に 指 針 との 調 整 が 行 わ れ て い るとい

う。

』STCOPYR[GHT
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902rsOO77

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998:150052TOXCENTER

98AO649596;C98224058,K98083440,L98253641

食 品 添 加 物 に 関 す るFDAレ ッドブ ック指 針 に お け る薬 物 動 力 学 デ ー タ の 利 用

Useofphamac。kineticdataundertheFDA'sRedbookIIguidehnes鉤rdirect飴odadditives

Roth,WilliamL.;Youn巳,JohnF,

[ntemationalJoumalofToxicology,(1998)VoL17,No.3,pp.355-381,CODEN:IJTOFN.

ISSN:1091-5818.

UNITEDSTATES

英 語

1993年3月 にFDAの 食 品 添 加 物 の 安 全 性 に 関 す る指 針(レ ッドブ ック)の 改 訂(レ ッドブ ックH)の

ドラフトを公 開 し,公 衆 の 意 見 を 求 め た 。本 稿 で は,改 訂 指 針 に お け る薬 物 動 力 学 研 究 の デ ザ

イン に っ い て の 合 理 性 を示 し,問 題 点 を 論 じた 。特 に.薬 物 動 力 学 情 報 が 毒 性 試 験 結 果 の 解 釈

に 必 要 な こと,毒 性 試 験 前 に行 うことが 非 常 に 有 用 で あ ることを 述 べ て い る。

JSTCOPYRIGHT

902rsOO78

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998:78600TOXCENTER

安 全 性 及 び リス ク 評 価 に お け る 低 濃 度 暴 露 影 響 の 包 括 に 対 す る ア メリカ 食 晶 医 薬 品 局 の 見 通

し

U.S.FoodandDrugAdministrationperspectiveoftheinclusionofefBectsoflow-level

exposures血sa飽tyandrfskasse∬men亡

Gaylor,DavidW.[Rep血tauthor]:Bolger,P.Michael;Schwetz,BernardA.

EnvironmentalH巳althPerspectives,(Feb.,1998)VoL106,No,SUPPL.1,pp,391-394.

pr{nt.CODEN=EVHPAZ.ISSN:OO91-6765.

英語

本稿ではアメリカFDAの 各センターが市販製品の毒性物質の低濃度暴露評価に使用してい
る安全性及びリスク測定法をいくっか紹介した。FDAの それぞれのセンターは食品と化粧品、

家畜用医薬品、医療装置と放射線、ヒト用医薬品、生物製剤の安全性に責任を持っている。
次の6セ ンターの仕事を解説した。1)食品安全と応用栄養センター、2)家畜用医薬品セン
ター、3)装置と放射線健康センター、4)薬物の評価と研究センター、5)生物製剤の評価と研
究センター、6)国立毒性学研究センター。
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902rsOO79

レ:コー ドNo

整 理No

和 文標題

原 文標 題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1998053726EMBASE

98AO299348;C98114174,K98062967,L98123359

乳 児 及 び 子 供 に 対 す る食 品 添 加 剤 のADl(一 日摂 取 許 容 量)の 適 合 性

Theapplicabi五tyoftheADI(AcceptableDaHyIntake)fbrfoodadditivestoinf合ntsand

children,

OstergaardG,;KnudsenL

FoodAdditivesandContaminants,(1998)15/SUPPL.(63-74).Ref3:171SSN;0265-203X

CODEN=FACOEB

UnitedKingdom

英 語

まず,食 品 添 加 剤 に 関 す る合 同FAO/WHO専 門 委 員 会 及 び 毒 性 試 験 とADIの 導 出 を 述 べ た 。

次 い で,化 学 的 刺 激 作 用 に 対 す る感 受 性 の 乳 児 ・子 供 と成 人 との 生 物 学 的 相 違 に っ い て,基

礎 代 謝,標 的 器 官 の 感 受 性,代 謝 特 性,薬 物 動 力 学,器 官 特 性,ヒ トと動 物 の 発 生,毒 性 物 質 の い

き値 働 物 とヒトとの 種 差 及 び 混 合 化 学 物 質 に よる暴 露 の 影 響 な どを解 説 した 。最 後 に,食 品 添

加 剤 に よる子 供 の 暴 露 を 論 じ,AD[確 立 に 用 い たOECDガ イドライン の 要 旨 を 紹 介 した 。

JSTCOPYRIGHT

902rsOO80

レ コー ドNo

和 文 標 題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1999:60129TOXCENTER

繁 殖 試 験 の た め に 米 国 食 品 薬 品 局 が 提 案 す る試 験 の ガ イドライン。審 査 委 員 会 。発 生 毒 性 お

よび 生 殖 の た め のFDAガ イ ドライ ン 、米 国 食 品 薬 品 局

FoodandDrugAdminfstrationproposedtestingguidehnesfbrreproductionstudies.Revision

Committee.FDAGuidehnesfbrDevelopmentalToxicityandReproduction,FoodandDrug

Adminlstration

Co皿insTF;SprandoRL;Shacke廿brdME;HansenDK;WelshJJ

Re即lato可t。 ぬcolo離andphamacolo田:RTP,(1999Aug)30(1)29-38.Jo㎜alCode=

8214983.ISSN;0273-2300.

UnitedStates

英 語

多 世 代 の 研 究 の た め の 最漸 の ガ イドライン に っ い て 述 べ た 。繁 殖 試 験 の た め の ガ イドライン 、
一 般 的 な 推 奨

、用 量 範 囲 を発 見 す る研 究(実 験 動 物 の 種 、数 、性 、年 齢 、用 量 、期 間 、交 配 、

胎 子 、世 代 、奇 形 、臨 床 的 観 察 、子 の 発 育 、神 経 毒 性 、免 疫 毒 性 な ど)、 離 乳 児 お よび 両 親 の

剖 検(組 織 お よび 器 官 の 固 定 、一 般 的 な 組 織 病 理 学 、女 性 生 殖 器 の 組 織 病 理 学 、男 性 生 殖

器 の 組 織 病 理 学)、 女 性 生 殖 毒 性 の エ ンドポ イ ン ト(女 性 生 殖 能 指 数 、妊 娠 指 数 、生 存 率 な

ど)、 男 性 生 殖 毒 性 の エ ン ドポ イ ン ト(精 巣 の 精 子 数 評 価 、精 子 の 運 動 性 、形 態 学 、数 の た め

の 評 価)、 デ ー タ分 析 、繁 殖 研 究 の 結 果 報 告 、に つ い て解 説 した 。
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902rsOO81

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1999;410837」STPLUS

99AO660403;C99323579

規 制 い き値 に 対 す る 層 状 アプ ロー チ

ATieredApproachtoThresholdofRe即lation.

CHEESEMANM「A,MACHUGAEJ,BAILEYAB,(FoodandDrug

Administration,Washington,D.C,,USA)

FoodChemToxicol

JST資 料 番 号;BO937A;,[SSN=0278-6915;,CODEN:FρTOD7

VOL;37,NO;4,PAGE:387-412,(1999/04)

UnitedK血gdom(GB)

英 語

規 制 い き値 の 原 理 を発 展 させ て構 造 一活 性 関 係,遺 伝 毒 性,短 期 毒 性 デ ー タを用 い て,0.5～

1ppbの 食 事 濃 度 を 決 め る方 法 を 示 した 。FDAの 規 制 い き値 を きめ た デ ー タベ ー ス を検 証 して

,化 学 構 造 パ ラメー ター や 短 期 毒 性 試 験 の 結 果 か ら強 い 作 用 をも つ か どうか を 決 め る ことの 可

能 性 を 調 べ た 。さらに 生 殖 試 験 と連 続 投 与 毒 性 試 験 の 結 果 を発 が ん 性 デ ー タベ ー ス と比 較 し

た ところ,発 が ん 性 とい う終 了 点 は 規 制 い き値 を決 め るに は 最:も保 守 的(リ スクを過 剰 に 見 積 も

る)な 終 了 点 とい え る。補 遺 として 化 学 構 造 別 にTD50を 記 した 表 が あ る。

JSTCOPYRIGHT

902rsOO82

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1999:99565TOXCENTER

食 品 医 薬 品 局 は 発 生 毒 性 研 究 の 試 験 ガ イ ドラ イ ン を 提 案 した

FoodandDrugAdministrationproposedtest㎞gguidel血esfbrdevelopmentaltDxicitystudies

Collins,ThomasF.X.[Repdntauthor];Sprando,RobertL.;Shackelfbrd,MaryE:Hansen,

DebDrahK.;Welsh,JohnJ.

RegulatoryToxicoiogyandPharmacology,(Aug.,1999)Vol.30,No.1,pp.39-44.pdnt.

CODEN=RTOPDW,ISSN:0273-2300.

英語

1982年 、FDAは 食品添加物の適正な毒性試験のガイドラインとして「食品に使用される直接

食品添加剤及び着色剤の安全性評価のための毒性学的原理1を発行した。これは一般にレッ
ドブックと言われている。レッドブックには、直接、間接食 品添加剤の母親や胎児に対する影

響をテストするための詳しいガイドラインが載っている。食 品添加剤の代謝や薬物動力学に関
する知識の拡大だけでなく、安全性とリスク評価の改善の点から、1982年 版の見直しと改訂
が必要になった。1993年 にレッドブックIIが作られた。それ以来、試験の終点や発育 目標が
何回か修正されてきた。本稿では最近提唱されている発生毒性研究のガイドラインについて

解説した。



902 .リスク評価 方法 レビュー

902rsOO83

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1999384114EMBASE-

ADI/TD【/PTWIの 背 景

BackgroundtotheAD【/TDI/PTWL

He㎜anJ.L.;YomesM,

Re…山tolyToxicologyandPhamacology,(1999)ヨ0/211(S109-S113).Re振s=151SSN:0273-

2300CODEN:RTOPDW

UnitedStates

英 語

食 品 添 加 物 や 農 薬 を含 む 化 学 物 質 の 安 全 性 を 表 わ す 設 定 値 に 関 して 、ヒトの 一 日許 容 摂 取

量(ADI)がJECFA(FAO/WHOと 食 品 添 加 物 専 門 者 会 議 の 合 同 委 員 会)お よびJMPR

(FAO/WHOと 残 留 農 薬 専 門 者 会 議 の 合 同 委 員 会)や ヨー ロッパ で の 委 員 会 で 案 出 され 、そ

の 後 のADI、 一 日耐 容 摂 取 量(TDI)お よびPTWIの 設 定 に っ い て 、背 景 とそ の 設 定 経 緯 を概

説 した 。

902rsOO84

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2000:12630TOXCεNTER「

長期 間の食 品摂取の極値 量評価

Assessmentofextremelevelsofchror亘cfbod血takes

ChambolleM

Regu】ato【ytoxicologyandphamacology:RTP,(199σOct)30(2Pt2)S13-8.JoumaiCode=

8214983.ISSN:0273-2300.

UnitedSt巳tes

英語

フランスの食 品消費観測機 関(OCA)に よって集 められたデータをもとに食 品消費 にっいて研

究した。過剰 に消費する消 費者の定義 、平均摂 取か ら過剰摂取 の評価 、過剰 消費者の特徴、

過剰消費者 のための予測 の研 究にっいて検討 した。食 品添加 剤などの一 日許容摂 取量(AD

I)を越えることの重大性 は慢性毒性 の定義 と関連 して論議 されなければならない。OCAの

データか ら高 レベルの摂 取を決定 するカットオフ点 の選択 にっ いて討議した。過剰消費者 の

年齢 、性、地域 、収入な どの特性はグループを限定したり、更なる研 究に役立つ。
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902rsOO85

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2000:12629TOXCENTER

ADIを 超 え る摂 食 逸 脱 の 有 意 性 検 討 報 告

Reportofworkshoponthesignificanceofexcursionsof加takeabovetheADI

LarsenJG;RicholdM

Re即lato取toxicob騨dph㎜acol。 留lRTP,(19990ct)30(2R2)S2-12.J。umalCode=

8214983.【SSN;0273-2300.

UnitedStates

英 語

一 日許 容 摂 取 量(ADI)がJECFA(FAO/WHOと 食:品 添 加 物 専 門 者 会 議 の 合 同 委 員 会)案 出

され て 以 来 、そ の 後 の 一 日耐 容 摂 取 量(TDD、PTWIの 設 定 に つ い て 、そ の 経 緯 を 概 説 した 。

次 に 、表 題 のADIを 超 え る摂 食 逸 脱 の 有 意 性 の 検 討 会 議 に加 え て 、NOAEL/LOAELの 設 定

等 に 関 す る各 委 員 の コメントにも触 れ た。

902rsOO86

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2000=12638TOXCENTER・

毒 性 薬 物 動 力 学 及 び 毒 性 薬 理 学 との 関 係 に お け るADI/TDIを 超 え る摂 食 の 持 続 期 間

DurationofintakeabovetheADI/TDIhlrelationtotoxicodynamicsandtoxicoldnetics

RenwickAG

Regulato【ytoxicologyandpharmacology:RTP,(19990ct)30(2Pt2>S69-78.Refヒ20.

Jo㎜alCode:8214983.ISSN:0273-2300.

UnitedStates

英 語

試 験 体 へ の 適 要 毒 性 の 蓄 積 ・負 荷 に 関 して 、毒 性 薬 物 動 力 学 及 び 毒 性 薬 理 学 との 関 係 か ら .

ADI/TDIを 超 える摂 食 に つ い て 、時 間 的 影 響 を 検 討 した 。定 常 状 態 で の 、一 時 期 にADIの 二

倍 量 を 与 え た 場 合 の 負 荷 は 顕 著 に 増 加 した 。ま た 、初 め の 添 加 量(ADIの 希 釈 量)を 変 え 、追

添 量 をADIの 数 倍 量 を添 加 した 場 合 の 毒 性 の 蓄 積 ・負 荷 量 に っ い て も調 べ た 。ま た 、

AD正/TDI/㎜ 等 安 全 性 を 示 す 数 値 に 関 して 関 係 を 説 明 した 。



902 .リスク評価 方法 レビュー

902rsOO87

レコー ドNo

和文標 題

原 文標 題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

1999384111EMBASE

ADIを 超 え る摂 食 逸 脱 の 有 意 差=発 生 毒 性 に お け る時 間 と供 与 量 の 影 響

Significanceofexcursionsof血takeabovetheacceptabledaily㎞take=Ef驚ctoftimeanddose

indevelopmentaltoxicology.

SulHvanF,M.

RegulatoryToxicologyandPhamlaco16gy,(1999>30/211(S94-S98).Ref3;151SSN:0273-

2300CODEN:RTOPDW

UnitedStates

英 語

ADIを 超 える摂 食 で 発 生 す る毒 性 に 関 して 、時 間 と供 与 量 の 影 響 を検 討 した 。対 象 物 の 供 与

で 起 きる妊 産 状 態 に対 す る発 生 毒 性 、血 しょうレベ ル お よび 高 濃 度 投 与 の 影 響 に つ い て 調 べ

た 。母 性 毒 性 、催 奇 形 性 等 に つ い て 、時 間 的 挙 動 を調 べ た 。

902rsOO88

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2000299884EMBASE

毒性学 におけるいき値 一有用か無用か?

Thresholdvaluesintoxicology-Usef司ornot?

WennigR.

ForensicScienceInt巳mational,(9Nov200①113〆1-3(323-330).Ref』:171SSN:0379-0738

CODEN:FSINDR

Ireland

英語

毒性 学 におけるいき値の扱 い方について解 説した。毒性学の分 野では一 日許容摂取 量等 の
いき値がよく使 われるが、その使用 には細心 の注意 が必要である。また、分析 法の改 良を何度

も行うことでヒトに対するリスクの過大評 価をなくす こともできる。さらに、能力 の高い毒性 学者

が分析 結果を注意深 く解釈することも重要である。薬物や特殊な例 だけでなく、分析 毒性学 、

リスク評価 問題 、剖検 時の法 医中毒での応 用例から、いき値 の利 用や乱用について解説し

た。いき値 を絶対 的真理としてではなくガイドラインとして使 えば、毒性 学デ ータ解釈 に非常 に

役 立っ。



902,リスク評価方法 レビュー

902rsOO89

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:44918TOXCENTER

DNA画 像 分 析 に よ る 細 胞 モ デ ル を 使 っ た 食 品 添 加 剤 の 毒 性 評 価

AssessmentoffoodadditivestoxicityusingacellmodelbymeansofDNAimageanalysis

Stef註nidou,M.[Rep【intauthor];Livaditou,A.[Reprintauthor];Relaki,A.[Reprintauthor];

Alevisopoulos,G.[Rephntauthor];Chatziioannou[Reprintauthor];KoutseHnis,A.[Rephnt

author]

To溢cologyLetters(Shannon),(Septemberlst,2001>Vol.123,No.Supplement1,pp.83.

p血t.Meet血gInfo,=EUROTOX20011stanbul,TurkeySeptember13-16,2001European

SocietiesQfToxicology.CODEN=TOLED5.【SSN:0378-42了4,

英語

食 品色 素タル トラジン、防腐剤硝 酸ナトリウムおよび安 息香 酸 、抗酸化 剤ブチルヒドロキシトル
エン(BHT)の 対原 虫Tetrahymenap頭fomisモ デル の試験 に、DNA画 像分析 による細胞 モデ
ル使った。前記 四点物 質の実験使 用で、DNAの 増加 を検知でき有 効性を確認 できた。

902rsOO90

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2001:178096JMEDPLUS

OLAO990602

危 険 評 価 の 新 しい 傾 向(不 確 実 性 因 子 に よるデ ー タ及 び ダ イオ キ シ ン類 の 日本 の 一 日 摂 取

耐 量 値 の 測 定)

Newtrendin頁skassessment(databasedunce【taintyfactorsanddetemlinationofJapanese

TDIvaluefbrdioxins).

OHNOY,(NIHS>

JToxicolSci

JST資 料 番 号=ZO265B;,ISSN:0388-1350

VOL;26,NO=4,PAGE;190,(2001/10)

JapanGP)

英 語

不 確 実 性 因 子 を伴 う無 毒 性 量NOAELに も 関 連 して い る 、.食品 添 加 物 や 化 学 物 質 の 一 日耐 容

摂 取 量(TDI)は 設 定 機 関 お よび 国 に よっ て 異 な る値 が あ る。これ らは 、試 験 動 物 の 結 果 か ら導

くもの で あ り、ヒトの 平 均 体 重 の 差 、設 定 時 の 情 勢 背 景 等 が 不 確 実 性 因 子 の 一 つ として影 響 し

て くる。実 例 として 、ダ イオ キ シ ン の 取 り扱 い に つ い て 、WHOと 日 本 の 厚 生 労 働 省 お よび 環 境

省 が 設 定 した 値 を 比 較 し概 説 を加 え た 。ダ イオ キ シ ンの 一 日耐 容 摂 取 量(TDI)は 、1998年 に

WHOは10～1-4pg/kg/dayを 修 正 設 定 し、1999年 に 日本 の 労 働 厚 生 省 と環 境 省 の 合 同

委 員 会 は4pg/kg/dayを 設 定 して い る。
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902rsOO91

レコー ドNo

整 理No

和 文標題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2001=178152∫MEDPLUS

OIAO990658

マ ウス 多 臓 器 に よるコメットア ッセ イ を用 い た 合 成 食 品 色 素 のinvivo遺 伝 毒 性 の 評 価

Evaluationofinvivogenotoxicitygfsynt恒esizedfoodcolorsbythecometassaywithmouse

multiplθorgans.

KAWAGUCHIS,SASAKIYF,(HachinoheNatlColTechn,Hachinohe,JPN)TSUDAS,

(IwateUniv.,Mo【ioka,JPN)

JToxicolSci

JST資 料 番 号;ZO265B;JSSN=0388-1350

VOL;26,NO=4,PAGE:233,(2001/10)

』apan(jP)

英 語

日本 で 食 品 添 加 用 に 許 可 され た12合 成 タ「 ル 系 色 素(ア ゾ 系 、キ サ ンテ ン系 、トリフ ェニル メ

タン 系 お よび そ の 他)に つ い て 、CD-1マ ウスの 遺 伝 毒 性 を 検 討 した 。ア ゾ系(ア マ ランサ ス 、ア

ル ラレッド、ニ ュー コシ ン 、タル トラジ ン)は 胃 、結 腸 等 にDNA損 傷 を 引 き 起 こし 、キ サ ン テ ン 系.

(エ リスロシ ン 、ホ ロキ シ ン 、ロー ズ ベ ンガ ル)は 胃 、結 腸 等 にDNA損 傷 を 引 き起 こした 。

902rsOO92

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2001279698EMBASE

OIAO885285

食 品 中 に 存 在 す る化 学 物 質 に 対 す る毒 物 学 的 懸 念 の い き値

Thresholdoftoxicobgicalconcemfbrch叩icalsuhstancespresentinthediet.

KleinerJ.;BarlowS.M.;KozianowskiG,;WurtzenG.;Schl旦tterJ.

FoodandChemicalToxicology,(2001)39/9(893-905).Refヨ:13ISSN:0278-6915CODEN:

FCTOD7

UnitedKingdom

英 語

ILSiヨ ー ロッパ の 「毒 物 学 的 懸 念 の い き値 」(TTC)に 関 して 対 策 委 員 会 が 行 っ た ワ ー クシ ョップ

の 報 告 書 を ま とめ た 。TTCは そ れ 以 下 で は ヒト健 康 に重 大 な リスクが な い い き値 で あ る。1)TTC

の 概 念 へ の ア プ ロー チ(米 国FDAの 規 制 い き値 化 学 構 造 クラス に 関 係 した1/』ECFAに よる着

香 料 の 評 価 に 用 い た ア プ ロー チ),2)鋭 敏 な 終 末 点 へ の 町Cの 応 用(免 疫 毒 性,発 達 毒 性,神 経

毒 性 と発 達 神 経 毒 性,内 分 泌 活 性 物 質,ア レル ギ ー 性,専 門 家 グル ー プ の 作 業 の ま とめ),3)総

合 な らび にパ ネ ル デ ィスカ ッシ ョン(1の 定 義,1日1人 当 た りL5μgの1rrcを 支 持 す る科 学 的 根

拠)。

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO93

レコードNo

整 理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002=454044JSTPLUS

O2AO766493

各種臓器 における二段階発 がんモデル の応用

今井俊夫,(医 薬 品食 品衛研)

日本獣 医学会学術集 会講演 要 旨集

JST資 料番 号:ZO670A;,[SSN=1347-8621
VOL:134th;,PAGE;105,(2002/08/20)

Japan(lp)

日本語

化 学発 がん物質(イ ニシエー ター)に よるイニシエー ションと、その後のプロモー ション期に被

験物質 を投 与し、前 がん病変および腫よう発 現性 を見る二段 階発がんモデル の応用 について

概説 した。二 段階発がんモデルは腫 ようの他 、肝臓のGST-P陽 性細胞巣 、大腸 のACFの よう

な前がん病変の分析として用いられている。臓器 として皮膚 、肝臓、腎臓 、消化器 や乳腺 、甲

状腺 等の単一系、多臓器系が利 用されてきてお り、食 品添加 物やホル モン関連物質 の発がん

性評価 、サルファ剤 による甲状腺発 がん性 解析 に使用 していることに触れた。

902rsOO94

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:88043JSTPLUS

O2AO306692

invitro毒 性 試 験 法 技 術 的 お よ び 科 学 的 進 歩 に よる規 制 へ の 影 響

Invitrotoxicologynlethods:impactonregulationfbomtechnicalandscientificadvancements.

CAREREA,STAMMATIA,(lnst.SupedorediSanita,Rome,ITA)ZUCCOF,(Neurobiology

andMolecularMedicineInst.,Rome,ITA)

ToxicolLett

JST資 料 番 号:EOO34B:,ISSN:0378-4274;,CODEN;TOLED5

VOL=127,NO=1/3,PAGE;153-160,(2002/02/28)

Netherlands(NL)

英 語

毒 性 学 分 野 に お け るinvitro試 験 法 の 基 礎 とな る,諸 実 験 技 術 お よび 科 学 的 進 歩,な らび に

そ れ らの 試 験 法 と法 規 制 との 関 係 に つ い て レビ ュ ー した 。毒 性 学 は 基 礎 科 学 の 他 に,法 規 制

お よび 企 業 利 益 との 接 点 を 持 っ て い る。ゲ ノム基 盤 技 術,細 胞 工 学 遺 伝 毒 性 学,各 種 培 養

技 術 等 の 発 展 に よ り,新 しい 試 験 法 が 開 発 ・確 立 され,そ の 有 効 性 が 確 認 され る と,規 制 に 受

け入 れ られ る。これ ま で 受 け 入 れ られ たimdtroの 毒 性 試 験 法 は 光 毒 性 に 関 す るも の な ど少 数

で,他 の 多 くが 評 価 段 階 で あ る。本 稿 で は,最 近 改 訂 され た 食 品 添 加 物 に 対 す るEU指 針 に

留 意 しな が ら,最:新 の 試 験 戦 略 と手 法 を 紹 介 した5評 価 され た 新 技 術 の 実 施 に は,国 お よび

国 際 レベ ル で の 各 種 法 規 制 間 の 協 調 が 必 要 で あ る。

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO95

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:665614TOXCENTER

フ レー バ の 発 が ん 性 い き値

Thresholdsofcarci皿ogenicityofflavors

WaddeUWil五amJ

Toxicologicalsciences:ano伍cialjoumaloftheSocietyofToxicology,(2002Aug)68(2)

275-9.Ref:15.JoumalCode:9805461.ISSN:1096-6080.

UnitedStates

英 語

過 去 の フ レー バ 化 学 物 質 の 食 品 添 加 で の 影 響 試 験(発 が ん 性 試 験=主 に げ っ歯 類 を対 象 とし

た 動 物 実 験)の 結 果(ベ ン ジル 酢 酸 、ア ントラニ ル 酸 シ ン ナ ミル 、エ ス トラゴ ー ル お よび エ チ ル

ア クリル 酸)と メチ ル オ イゲ ノー ル の 結 果 を比 較 した 。ま た 、FEMA(Flavor&Extract

ManufacturersAsso.)カ ミGRAS(GenerallyReco巳nizedAsSafb)等 級 に 認 定 した 品 目 の 結 果 に

つ い て も触 れ た 。

902rsOO96

レコー ドNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:CO655FSTA

O2AO342080

食:品 食 物 中 の 化 学 物 質 の リス ク ア セ ス メ ン トへ の 疫 学 の 寄 与

Thecont酉butionofepidemiobgytohskassessmentofchemicalsinfbodanddiet.

Brandt,P,vanden;Voorrips,L.;Hertz-Picciotto,L;Shuker,D.;Boeing,H,:Speijers,G.;

Guittard,C.;Kleiner,J.;Knowles,M.; ,Wolk,A.;Go互dbohm,A.

FoodandChemicalToxicology,(2002),40(2/3)387-424,manyre£ISSN=0278-6915

英語

プロジェクト勺 一ロッパ食品安全性(FOS【E)=食品食物中化学物質リスクアセスメンドの一環と

して源 記のテーマにつき検討した結果をまとめた。疫学的アプローチを紹介し,毒物学的およ
び疫学的リスクアセスメントの違いを論じ,リスクアセスメント過程において疫学が寄与する領域
を述べ,疫学はハザードの特定および特性化や曝露評価に役立ち得ると結論している。

JSTCOPYRIGHT
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902rsOO97

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:655892TOXCENTER

変異原 性試験で何がわかるか;21世 紀 の展 望

Thepast,presentandfUtureofgenotoxicityassays

Nohmi,Takehiko

KankyoHen'igenKenkyu,(2002)Vol,24,No.2,pp.75-80.CODEN:KHKEEN.ISSN:

0910-0865,

』APAN

日本語

環境変異原研 究の流れを「試験 法」の観点 から振 り返 り、今後のあり方について展望 した。環

境 中の変 異原の影 響毒性を動物実験結果 から、普遍 的ルール(原 則 、教 訓、原理)を 見 出し、

如何に、ヒトへの評価 に繋げるかが重要 であることを説いた。新規 試験法として、遺伝 毒性試

験のハイ・スループット化(各 種薬物代謝 酵素遺伝 子の導入株 、DNA修 復酵 素遺伝 子破壊 株

等)、種々トランスジェニック動物 の利用 にっ いて概説 し、今後の研 究への期待 について説 明

した。

902rsOO98

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002=135326TOXCENTER

食 品 毒 性 学 の た め の 電 子 的 情 報 資 源

Electronic漁 〕nnationresourcesfbrfbodtoxicology

Winter,CarlK.[Re加ntauthor]

Toxicology,(April25th,2002)VoL173,No.1-2,pp.89-96.phnt.CODEN:TXCYAC,

[SSN:0300-483X.

英語

インターネット情報源の食品毒性学のための有効性について概説した。農薬、食品添加剤、
天然毒素、環境的汚染物質等の毒性情報がインターネット情報から得られる。インターネット

利用は政府部門関係、工業部門関係、学術部門関係および消費者部門関係で有効である。
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902rsOO99

レコードNo

整 理No

和文標 題

"原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002:328968JSTPLUS

O2AO583760

[FTScienti且cStatusSummary4食 物 ア レル ギ ー とそ の 他 の 食 物 過 敏(4)食 品 安 全 と栄 養

[FT専 門 家 パ ネ ル に よる 見 解

TAYLORSL,HEFLESL,(IFT>

月刊 フードケミカル

JST資 料番号=XO600A;,ISSN;0911-2286

VOL=18,NO=6,PAGE;90-92,(2002/06/OD

JapanGP)

日本語

特定の食物又 は成分 と特異体 質反応 との因果関係のDBPCFC試 験(二 重盲検 一プラセボ比

較食 品負荷 試験)に よる確認 とその試験法 で否 定された数種食物又は成 分の特異体質性発

症への関与(人 工食 用色 素による子供 の情緒 不定,MSG合 併症 等)を 説 明し,永 年食 品添加

物 として使 われ てきた亜硫酸塩 によるぜ ん息患者 に対するぜん息の誘発 について述べた。

JSTCOPYRIGHT

、

902rsO100

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2002293646EMBASE

規 制試 験 に使用される実験動物 のためのヒトのエンドポイント

H㎜aneendp。ints鉤rlaboratoryanimalsusedinregulato胃testing.

StokesW.S.

ILARJoumal,(2002>43/SUPPL.(S31-S38).Re蝕641SSN:1084-2020CODEN=【JLOAC

UrゴtedStates

英 語

規 制の試 験 に用 いられる動物 に対 する現在 のヒトエンドポイントおよびヒトエンドポイントを確 立

するためのプロセスにっいて述 べた。安全性試 験 に対する現在のヒトエンドポイント、ヒトエンド
ポイントとしての瀕死 の状態 、明確 に定義したヒトエンドポイントの確立 、痛みと困難 の認 知と評

価 、ヒトエンドポイントのための一 般的IACUC考 察、急 性および慢性毒性試験 に対す るヒトエ
ンドポイント、ワクチン力価試 験のためのヒトエンドポイント、ヒトエンドポイントの発 展と評価およ

び遂行 、ネズミ局所リンパ節試験 機 械 的ヒトエンドポイントの例、規制試 験およびヒトエンドポ

イントに対する新 しい技術 の影響 、について解 説した。
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902rsO101

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2003:90548TOXCENTER

細 胞 モ デ ル を使 っ た 食 品 添 加 剤 毒 性 評 価 に お ける 問 題 点

Controversies血toxicologyassess血gfbQdadditivetoxicityusingacellmodel

Stefねnidou,M.;Alevisopoulos,G.;Chatziioannou,A.;Koutselinis,A.

Veterina【yandHumanToxicologゾ,(2003)Vol,45,No.2,pp、103-105.CODEN=VHTODE.

ISSN:0145-6296.

GREECE

英 語

食 品 添 加 剤 は 技 術 的 目 的 材 料 お よ び 実 際 的 食 事 材 料 に 使 わ れ て い る。そ し て 、また ヒトに お

い て 毒 性 的 働 きも持 つ 。毒 性 学 的 モ デ ル として 、食 品 色 素 の タル タ ジ ン 、保 存 剤 硝 酸 ナ トリウ

ム お よび 安 息 香 酸 ナ トリウム 、抗 酸 化 剤BHTの 原 虫Tetrahymenap頭fbrmisを 用 い る 実 験 を 紹

介 した 。前 記 四 物 質 を原 虫T.p廊misの 培 養 に 添 加 し 、画 像 分 析 で 原 虫 の 核 のDNA含 量 を

測 定 した 。有 糸 分 裂 過 程 でDNA含 量 の 顕 著 な 増 加 を確 認 した。この 実 験 は が ん 発 生(細 胞 レ

ベ ル)を 示 唆 で きる。

902rsO102

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2004=148956TOXCENTER

化 学 物 質 安 全 性 を 決 定 す るた め の リス ク 評 価 の 原 則

P【inciplesofnskassessmentfbrdete㎜iningthesafbtyofchemicals.

HasegawaR
'C

ongenitAnomKyoto,(2003Sep)43(3)225-6.ISSN;0914-3505.

英語
・Ph皿ippusAureolus(TheophratusB。mbastus)の 名 言 「す べての物質は毒物であり、無毒な物 は

存在 しない。」から、あらためて振り返り今 日の標記 主題 につ いて概説 した。一 日許容摂 取 量

(ADD,一 日耐容摂 取量(TDD、 無毒性量(NOEL)等 の数値設 定にっいて触れた。
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902rsO103

レコードNo

整理No

和 文標 題

原 文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2004:4779JSTPLUS

O4AOOO5437

霊 長 類 に よる発 が ん 研 究

高 山昭三

モダンメディア

JST資 料番 号:XO166A;,ISSN;0026-8054
VOL二49,NO;10,PAGE;290-294,(2003/10/10)

Japan(」P)

日本語

アメリカ国 立がん研 究所(NCDは,1961年 から食 品添加物,医 薬 品 環 境化 学物質などを30

年 にわたりサル に長期 間投 与し,サ ルの発 がん実験を行い,そ の一部 にっいて紹介した。サ
ル は人 間と系統発生 上近 い動 物種であり,薬 物代謝 の過程もヒトと似 てお り,自然発生腫 よう

は少ないなど実験としての利 点がある。NC【 では霊長類の実験にガイ ドラインがあり,これを

順 法することが義 務づけられ.ま た動物愛護 団体からの要望事項を厳守 するなど要求され て
いる。実験サル の系統 として,自 然発生腫 ようの少ないカニクイサルが主 で,他 にアフリカミドリ

ザル,ア カゲザルがある。げっ歯類 で発 がん性 を認 めた25種 の化 学物質 中,サ ル ではn種

類 が発がん性 を示したのみであった。

JSTCOPYR[GHT

902rsO104

レコードNo

整理No

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2004=83347TOXCENTER

O4AOO59817

食 品 の 安 全 性 リス クア セ スメ ン トの 方 法 論 と意 思 決 定 基 準

Fdodsafety:Riskassessmentmethodologyanddecision-makingchteda

Brock,WlhamJ.[RepdntAuthor];Rodncks,JosephV.;Rulis,Alan;Dellarco,VickiL.;

Gray,GeorgeM.;Lane,RichardW.

IntemationalJoumalofToxicology,(November-December2003)Vol.22,No.6,pp.435-

451.pr血t.iSSN:1091-5818.

英語

2002年11月 に開催した標題のシンポジウムで講演した次の4演題,1喰 品に関連した健康リス
クと利益の評価と管理:将来のために必要な科学及び制風2)食 品成分の安全性評価,3>普遍

的な毒性メカニズムを共有する殺 虫剤について蓄積したリスクアセスメント,4)アメリカEPAの 殺
虫剤担当部門とWHOの 殺虫剤1日 許容摂取量との比較の内容を紹介し総 合的にコメントし
た。まず科学の進歩とともにリスクアセスメントの手段は多様化し,世界の地域,食品に混入する

殺虫剤や他の成分,バイオ技術による食品などの特性に応じた試験が必要であると述べた。次
に,FDAは 食品の安全性を保証し,承認する上でのより科学的な手段を追及し続けていると評

価した。最後に発がん性を根拠にした食:品成分の許容量についてアメリカはヨーロッパより厳
格であり,関係当局による承認基準の調和が必要であると論じた。
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902rsO105

レコードNo

整 理No

和 文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2004=417176JSTPLUS

O4AO493181

リスクアセスメントの現 状と展望 喰:品 添加 物の立場か ら一遺伝 毒性発 がん物質であ るコウジ

酸を例 に 一

長尾美奈子,(共 立薬大)

日本環境変異原 学会大会プログラム・要 旨集

JST資 料番 号=U835A;,【SSNlOglO-0865
VOL:32nd;,PAGE=69,(2003/1⑪/31)

JapanGP)

日本語

食 品規制での遺伝毒性 の検 出の重 要性 を認 め、コウジ酸 の発 がん性試験 の結果(細 菌での

突然変異誘発 、ヒト細 胞でのDNA切 断、TK変 異お よび小核 の誘 発等)を 示した。コウジ酸の遺

伝 毒性 のin碕troお よびinvivo実 験の継続 を進 める一方 、発酵食 品中で認 められるコウジ酸

を例 にして、遺伝 毒性発 がん物質全てを、食 品添加物 としての使 用を禁止する必然性 につい

て疑 問を投 げかけた。

902rsO106

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2004:45823TOXCENTER

食 品 と化 学 的 感 受 性 の た め の 試 験 ア プ ロー チ

Approachestotestingfbrfbodandchemicalsensitivities

GordonBruceR

OtolaryngologicclinicsofNQrthAmerica,(20030ct)36(5)917-40,Ref三105,JoumalCode=

0144042.ISSN:003〔}一6665.

UnitedStates

英 語

標 題 に つ い て 問 題 を整 理 し概 説 した 。食 品 と化 学 物 質 の 感 受 性 試 験 に お い て 患 者 の 臨 床 的

検 査 が 重 要 で あ ることを 強 調 した 。食 品 ア レル ギ ー お よ び 化 学 品 感 受 性(過 敏 症)の 両 方 共 に

二 つ の タイプ が あ る。前 者 は 速 成 的 、ア ナ フィラキ シ ー 的 タイ プ と遅 行 的 、慢 性 的 タイプ で 、後

者 に っ い て は ア レル ギ ー 型 と毒 性 型 で あ る。試 験 方 法 として 免 疫 グ ロブ リンや ヒス タミン 放 出 度

を 見 る方 法 が あ る。試 験 法 に っ い ても説 明 した 。
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902rsO107

レコードNo

和文標題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2004163482EMBASE

植 物性 食 品サプリメントのリスク評価 のための基 準.

CritehafbrriskassessmentQfbotanic謎fbodsupplements.

WalkerR.

Toxicolo離Letters,(1Apr2004)149/1-3(187-195).Ref3=91SSN:0378-4274CODEN=

TOLED5

1reland

英 語 』"

植 物性食 品サプリメントの安全性評価 にっいて解 説した。製品 についての明細事項(植 物源、
生育条件 、加 工方法など)、使 用の歴 史 、伝統食:品/製 品との比較、予測される暴 露、危 害同

定/特 性化 、リスク特性化/安 全性 評価 、ガイドライン:デ ィシジョンツリーアプロー チ、にっ い

て述べた。一般 的 に、ハーブや複雑 な抽 出物のために単活性成分 を基 にしたリスク評価を作

ることはできない。植 物性食 品サプリメントの安 全性を確立するための試験の簡単なチェックリ
ストを得るのは難しい。ディシジョンツリーが安全性評 価プロセスにアプローチす る一助 となるこ

とを示唆した。

902rsO108

レコードNo

和 文標 題

原文標題

著者名

資料名

発行国

言語

抄録

2004=164133TOXCENTER

着 香 料 の 安 全 性 評 価 の た め にIECFAに よ っ て 用 い られ る 毒 物 学 デ ー タ ベ ー ス お よ び 毒 物 学

関 連 の い き 値 の 概 念
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英語

1996年 以来、食品添加剤 に関するFAO/WHO合 同専門委員会(IECFA)は 、1259の着香

料の安全性 について一連の毒物学関連のいき値を組み込んだディシジョンツリーを基に評価
を行った。安全性は代謝の予測される結果および概算される摂取が化合物の毒物学関連の
いき値を超えるか越えないかによって結論付けた。着香料の安全性評価のためのJECFAデ ィ
シジョンツリー(化 合物の3構 造クラスへのクラス分け、代謝の考察、摂取の概算、一連の毒物

学関連のいき値と摂取の比較)、着香料の安全性評価のための手順を用いたJECFAに より到

達した結論、について解説し左。


